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第 76 回印旛郡市民スポーツ大会第 76 回印旛郡市民スポーツ大会
　７月 13 日に行われた第 76 回印旛郡市民スポーツ大会、　７月 13 日に行われた第 76 回印旛郡市民スポーツ大会、
卓球の部において男子が見事に優勝し、栄町史上初の２連覇を達成しました。卓球の部において男子が見事に優勝し、栄町史上初の２連覇を達成しました。
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2ྩ࿨̓೥̔月 ø 日

まちこれ！ vol. ８まちこれ！ vol. ８
このコーナーでは、町民のみなさんに、まちづくりの課題と今後の取組みをお知らせ
するため「まちのこれから」＝「まちこれ！」と題し紹介していきます。

問合せ　生涯学習課社会教育班 ☎95-1112

　ふれあいプラザさかえは、地域や年代を超えた住民のふれあいの場として、また文化芸術の向上
や活力ある地域づくりに役立つ施設として利用されています。
　そのほかにも、検診会場や災害時の避難場所として使われるなど、さまざまな目的で活用されて
います。

　施設内のトイレは、一部を除いて和式
となっていますが、今年度中にすべての
トイレを『温水洗浄付き便座』に変更し
ます。

Part.２

みんなが集うふれあいプラザさかえを

　２階の多目的トイレにベビーシートを新設。
パパにも利用していただけます。

Part.１

【Before】 【After】

　展示ロビーはみなさんが自由にくつろげ
る場ですが、さらに座席を増やして開放し
ています。またこども達や高齢者の方から
要望が多かったグル
ープワークができる
円卓の配置や歩きづ
らさを解消するため
の床マットの張り替
えを行いました。

　施設が建設されてから30年が経過し、老朽化が進んでいます。また、時代の変化に合わせた
設備への見直しも必要です。
　そこで町では、老朽化部分の修繕とあわせ、住民のみなさんの声をもとに改善しました。

　住民のみなさんが学びあい、ふれあい、世代や分野を超えてつながりあう場としてより快適
にふれあいプラザさかえを利用していただけるよう、これからも取り組んでいきます。
　お気づきの点がありましたらご連絡をお願いします。

　図書室にスマートフォン・タブレット端末
などへ給電可能なUSBハブを設置。また、イ
ンターネットパソコンを増設した他、図書の
お問い合わせに応えられるよう直通電話を開
設しました。☎33-3385

　音楽室①のステージ昇降用階段に手すり
を増設したことで階段に不安のある方も安
心して利用できます。

より快適にご利用いただくために

◎床マットの張り替えなど

◎インターネットパソコンの増設など◎ベビーシートを設置

◎手すりの増設

◎全てのトイレを洋式に



3 広報さかえ

１．概要
　栄町の花である『竜胆（りんどう）』をテーマとした絵画などのアート作品を募集し、展示します。
２．募集テーマ　竜胆（りんどう）
３．対象アート作品

４．対象者　栄町に在住している方、栄町の小中学校に在学している方、栄町で活動する団体

５．応募期間　８月１日㈮から10月17日㈮まで
　　
６．応募方法
　①応募者は、『竜胆アートフェスティバル』応募用紙を応募期間中に総務課まで提出（郵送・メー
　　ル可）してください。
　②栄町からアート作品の提出方法を応募者に通知します。
　③通知を受けた応募者は、その通知による提出方法によりアート作品を提出してください。
　　また、提出に要する費用は応募者の負担とします。
　　※栄町の小中学校に在学している児童生徒については、学校を通じて募集します。
　　※応募用紙は栄町のホームページからダウンロードできます。

７．展示会などでの展示
　応募いただいたアート作品は、次の展示会などで展示します。
　①展示会：期　間　11月14日㈮から11月20日㈭まで
　　　　　　場　所　ふれあいプラザさかえ展示ロビー
　②その他のイベントなど

８．表彰など
　アート作品の中から次の入賞作品を決定し、11月上旬に
　栄町のホームページで発表します。
　①町長賞　②副町長賞　③教育長賞
　※入賞者には、11月16日㈰開催の記念式典で表彰させていただきます。

９．個人情報の取扱い
　○応募者およびその保護者の個人情報は、本事業に必要な範囲内で利用します。
　○応募者およびその保護者の同意なく、利用目的を超えて利用し、または第三者に提供しません。
　○栄町のホームページおよび広報、展示会などにおいて、応募者の氏名（栄町の小中学校に在
　　学している者については、氏名のほか学年および学校名）を公表させていただきます。

10．その他
　その他詳細は、栄町のホームページなどによりお知らせします。

区分 規格等

絵画 ○原則八つ切り画用紙（27cm × 38cm 程度）を使用すること。○縦、横は問わない。
○鉛筆、フリクションなどの消える道具は使用しないこと。

写真
○ A ４サイズのみ○プリントした写真（カラー、白黒可）であること。○デジタル撮影およびフィ
ルム撮影可 ○プリンターでの出力の場合は写真用紙のみ（普通紙不可）○デジタルデータ、ネガフィ
ルムなどでの応募は不可。

工芸
○立体の場合：縦、横および奥行きそれぞれ 100cm 以内○平面の場合：縦および横それぞれ
100cm 以内○展示の向きを示す図、組作品の場合は配列図を添付すること。○設置、移動などが
困難なものは不可。

彫刻 ○原則 50kg 以内○縦 100cm、横 60cm および奥行き 60cm に収まること。○展示の向きを示す
図、組作品の場合は配列図を添付すること。○設置、移動などが困難なものは不可。

共通

○提出されたアート作品は、展示終了後返却します。（工芸および彫刻については、応募者が直接受
け取りにくること。）○アート作品の著作権は応募者に帰属すること。○未発表であるものに限るこ
と。○第三者の著作権、肖像権、プライバシーなどの権利を侵害していないこと。○生成 AI を使用
しないこと。○町は、不可抗力による作品の破損、汚染、その他について責任を負わないこと。○
絵画および写真については、展示の際に画びょうを使用する場合があること。○アート作品は、展
示会において撮影することができること。○町が記録したアート作品の写真は、栄町のホームページ、
広報などで公表することができること。○応募できるアート作品は１人（団体）１点であること。

問合せ　総務課総務班　☎95-1111

竜胆アートフェスティバルを開催します
～栄町町制施行70周年記念事業～

▲町の花 竜胆（りんどう）町の花 竜胆（りんどう）

▲［記念ロゴマーク］
制作：栄中学校美術部
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令
和
７
年
９
月
頃
に
、
安
食
バ
イ
パ
ス
（
主
要
地
方
道
成
田
安
食

線
）
お
よ
び
国
道
４
６
４
号
松
崎
イ
ン
タ
ー
の
「
大
型
自
動
車
等
通

行
止
め
」
交
通
規
制
が
解
除
さ
れ
、
標
識
が
撤
去
さ
れ
る
予
定
で

す
。
令
和
６
年
３
月
に
鎌
ケ
谷
本
埜
線
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
安
食

バ
イ
パ
ス
や
国
道
４
６
４
号
を
経
由
し
た
物
流
運
搬
車
両
の
通
行
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
規
制
解
除
に
よ
り
大
型
車
両
の
通
行

可
能
ル
ー
ト
の
分
散
化
が
図
ら
れ
、
土
屋
交
差
点
の
渋
滞
緩
和
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

県
警
で
は
、
大
型
車
両
の
通
行
ル
ー
ト
を
明
確
に
し
、
円
滑
で
安
全

な
交
通
を
図
る
た
め
関
係
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
て
住
宅
街
な
ど
へ
大

型
車
の
進
入
防
止
対
策
な
ど
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。
住
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
御
理
解
・
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

　

成
田
警
察
署
交
通
課

　

☎
27-

０
１
１
０

交
通
規
制
の
解
除
に
関
す
る

交
通
規
制
の
解
除
に
関
す
る

          
          

成
田
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

成
田
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
園
の
利
用
に
つ
い
て

公
園
の
利
用
に
つ
い
て

　

公
園
は
公
共
の
場
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く

利
用
で
き
る
よ
う
次
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

○
遊
具
、
ベ
ン
チ
な
ど
を
壊

　

し
た
り
傷
つ
け
た
り
し
な

　

い
こ
と

○
火
を
使
っ
た
り
、
燃
や
し

　

た
り
し
な
い
こ
と

○
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
リ
ー
ド

　

か
ら
離
さ
な
い
こ
と

○
衛
生
の
た
め
、
ペ
ッ
ト
の
糞

　

尿
を
自
己
責
任
に
お
い
て
持

　

ち
帰
る
こ
と

○
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る
こ
と

○
ゴ
ル
フ
や
野
球
、
サ
ッ
カ

　

ー
の
練
習
な
ど
危
険
を
伴

　

う
行
為
を
し
な
い
こ
と

※
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

　

い
ま
す
が
、
不
審
な
行
為

　

な
ど
を
見
か
け
た
ら
通
報

　

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

　

都
市
建
設
課
施
設
管
理
班

　

☎
33-
７
７
１
１

解除される「大型自動車等通行止め」の区間
（　　　　　　の部分）　　　　　　

御来店をお待ちしております。



5 広報さかえ

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

　
　
　
　
　
　
　
　

現
況
届
の
提
出

現
況
届
の
提
出

　

こ
の
届
出
は
毎
年
受
給
者

の
所
得
や
受
給
資
格
な
ど
の

確
認
を
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
現
在
、
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
が
な

い
場
合
に
は
、
11
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
お
よ
び
、
子

ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈮
か
ら
29
日
㈮
ま
で

※
現
在
受
給
中
の
方
に
は
７

　

月
末
に
案
内
文
を
郵
送
し

　

て
い
ま
す
。

対
象
者

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
（
あ
る
一
定
以
上
の
障

が
い
を
有
す
る
場
合
は
20
歳
未

満
）
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
父(
母)

に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
の
支
給
に
あ
た
っ
て

は
、
手
当
を
受
け
る
本
人
や

扶
養
義
務
者(

同
居
の
直
系
血

族
お
よ
び
兄
弟
姉
妹)

の
所
得

な
ど
に
、
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　

☎
33-

７
７
０
７

特
別
児
童
扶
養
手
当
等

特
別
児
童
扶
養
手
当
等

所
得
状
況
届
の
提
出

所
得
状
況
届
の
提
出

　

こ
の
届
出
は
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
を
受

け
て
い
る
方
の
所
得
や
受
給

資
格
な
ど
を
確
認
す
る
も
の

で
す
。

　

届
出
が
な
い
場
合
に
は
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
現
在
手

当
を
受
け
て
い
る
方
は
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

８
月
12
日
㈫
か
ら

　
　
　
　

９
月
11
日
㈭
ま
で

対
象
者

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
、
知
的
お
よ
び
精
神

に
中
度
・
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
介
護
を
必
要
と

す
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方

○
障
害
児
福
祉
手
当

　

身
体
、
知
的
お
よ
び
精
神

に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
、
在
宅
で
の
生
活
に
お
い

て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す

る
20
歳
未
満
の
方

○
特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
、
知
的
お
よ
び
精
神

に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
、
在
宅
で
の
生
活
に
お
い

て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

方
（
手
当
に
よ
っ
て
該
当
に

な
る
障
が
い
の
程
度
が
異
な

り
ま
す
）

児
童
手
当
の
支
給
日
は
８
月
８
日
㈮

児
童
手
当
の
支
給
日
は
８
月
８
日
㈮

　

６
月
か
ら
７
月
ま
で
の
２

か
月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
６
年
10
月
の
制
度
改

正
に
伴
い
、
支
払
通
知
書
の

送
付
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
口
座
へ
の
振
込
状
況

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
の
支
給
日
は
、

　

勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ

　

い
。

【
支
給
金
額
】

※
所
得
制
限
は
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

【
認
定
請
求
】

　

次
の
方
は
忘
れ
ず
に
認
定

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求

が
遅
れ
る
と
手
当
が
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
お
子
様
が
生
ま
れ
た
方

〇
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

〇
公
務
員
を
退
職
さ
れ
た
方

※
令
和
６
年
10
月
よ
り
制
度

　

改
正
が
行
わ
れ
、
対
象
が

　

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
高
校

　

生
年
代
以
下
の
お
子
様
を

　

養
育
し
て
い
て
、
児
童
手

　

当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

　

は
、
早
め
の
申
請
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

※
受
給
者
や
大
学
生
年
代
以

　

下
の
お
子
様
の
状
況
に
変

　

更
が
生
じ
た
際
は
、
変
更

　

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

問
合
せ　

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　

☎
33-

７
７
０
７

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
社
会
福
祉
班

　

☎
33-

７
７
０
７

※
手
当
の
新
規
申
請
は
随
時

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

　

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成

子
ど
も
医
療
費
助
成

受
給
券
の
更
新

受
給
券
の
更
新

　

８
月
か
ら
使
用
で
き
る

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給

券
」
（
高
校
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
が
対
象
）
は
、
７
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
お
手
元
に
受
給
券

が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請

が
お
済
み
で
は
な
い
方
は
早

め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

〇
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格

　

認
定
申
請
書

〇
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
健
康

　

保
険
証
の
写
し

問
合
せ　

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　

☎
33-

７
７
０
７

年齢 第１子・２子 第３子以降

３歳未満 15,000 円
30,000 円

３歳～高校生年代 10,000 円

大学生年代 支給なし（支給対象ではないが、第１子と
数える）
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定額減税補足給付金（不足額給付）の支給について定額減税補足給付金（不足額給付）の支給について
　７月号の広報でお知らせしました「定額減税補足給付金(不足額給付)」の手続きなどについて
お知らせします。令和６年度に実施した「調整給付金」は令和６年の推計所得税を用いて算定
したことから、令和６年分所得税や定額減税額が確定し、所得税額が減少したことなどにより
調整給付金に不足が生じた方に「不足額給付金」が支給されます。

１　給付手続および支給時期

２　確認書・申請書

３　対象者
　令和７年１月１日現在、栄町に住所を有する方のうち、次の「不足額給付Ⅰ」または「不足額
給付Ⅱ」に該当される方
  不足額給付Ⅰ：定額減税の対象者で調整給付金に不足が生じた方
 【対象となりうる方の例】
  ①令和５年の所得より令和６年の所得が減少した方（所得税額の減少）
  ②こどもの出生などで令和６年中に扶養が増えた方（定額減税可能額（※１）の増＋所得税額の減少）
  ③税額修正により令和６年度分個人住民税所得割が減少した方（所得割の減少）
（※１）定額減税可能額　所得税分：３万円×扶養親族数

  不足額給付Ⅱ：定額減税対象外の方で次の全てに該当する方
  ア 本人が定額減税の対象外であること（所得税および個人住民税所得割ともに定額減税前の税  
      額がゼロ）
  イ 扶養親族などとしても定額減税の対象外であること（税制度上、「扶養親族」の対象外）
  ウ 低所得者世帯向け給付金（※２）の対象でないこと（低所得者世帯向け給付対象世帯の世帯主
　   ・世帯員でない）
 （※２）次の給付金の世帯主・世帯員を指します。
  ○令和５年度非課税世帯への給付（７万円）
  ○令和５年度均等割のみ課税世帯への給付（10万円）
  ○令和６年度新たに非課税世帯または均等割のみ課税となった世帯への給付（10万円）

【対象となりうる方の例】
  ①合計所得金額が48万円超の方
  ②青色事業専従者・事業専従者（白色）

問合せ　税務課収納対策室　☎33-7703

「不足額給付Ⅰ」の対象者の方には、８月中旬に「お知らせ」の通知を送付します。また、
「不足額給付Ⅱ」の対象者の方は、申請書などの提出が必要となります。書類の内容を審査の
うえ、８月下旬から順次給付金を口座振込します。

　受付開始：８月12日㈫から役場２階税務課にて
　申請書：申請書が必要な方は、役場税務課の窓口へお越しください。町HPからもダウンロ－ド
　　　　　できます。（本人確認書類、受取口座確認書類の写しなどの添付が必要です）
　提出期限：令和７年10月31日㈮ ※期限厳守
　※提出期限までに確認書の返信がない場合は、給付金の支給を辞退したとみなします。

お知らせ（はがき） お知らせ（封書） 申請が必要
（プッシュ方式） （確認書方式） （申請書方式）

対象者
「不足額給付Ⅰ」に該当し、マイナン
バーカードの公金受取口座などを登録
している方（令和６年に転入した方を
除く）

「不足額給付Ⅰ」に該当し、左記以外
の方 「不足額給付Ⅱ」に該当する方

手続き

原則手続き不要 確認書などを提出 申請書などを提出
期限までに辞退などの申出がなかった
場合は、はがきに記載された口座に振
込

送付された「確認証」に必要事項を記
入し、必要書類を添付のうえ、返信用
封筒にて提出

下記の「不足額給付Ⅱ」に該当される
方は、「申請書」に記入のうえ、必要
書類を添付し提出

給付時期
お知らせ（はがき）に記載の支給日（発
送から３週間後程度）

確認書の内容など審査後１か月程度 申請書の内容など審査後１か月程度
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町
県
民
税
の
申
告
は

町
県
民
税
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か
？

お
済
み
で
す
か
？

　

令
和
６
年
中
の
所
得
が
不

明
の
方
、
扶
養
認
否
が
確
認

で
き
な
い
方
な
ど
に
対
し
、

７
月
末
に
申
告
の
お
願
い
を

す
る
ハ
ガ
キ
を
送
付
い
た
し

ま
し
た
。　

　

町
県
民
税
の
申
告
は
、
税

額
計
算
の
基
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
申
告
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
所
得
に
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
税
や
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
な
ど
の
算
定
の
基
礎
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
が
低
い
方(

世

帯)

は
、
軽
減
を
受
け
ら
れ
る

場
合
や
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

税
務
課
住
民
税
班　
　

　

☎
33-

７
７
０
３

個
人
事
業
税
の
納
期
限
内

個
人
事
業
税
の
納
期
限
内

納
付
に
つ
い
て

納
付
に
つ
い
て

　

個
人
事
業
税
の
第
１
期
分

の
納
期
限
は
、
９
月
１
日
㈪

で
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

金
融
機
関
な
ど
で
の
窓
口
納

付
の
ほ
か
、
地
方
税
お
支
払

い
サ
イ
ト
か
ら
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
納
付

が
で
き
ま
す
。

　

便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
納

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

　

佐
倉
県
税
事
務
所

　

☎
０
４
３-

４
８
３-

１
１
１
５

土
曜
開
庁
業
務
休
止
の

土
曜
開
庁
業
務
休
止
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

８
月
23
日
㈯
は
、
シ
ス
テ
ム

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
土
曜

開
庁
業
務
を
休
止
し
ま
す
。

問
合
せ　

　

住
民
課
戸
籍
住
民
班

　

☎
33-

７
７
０
４

　

税
務
課

　

☎
33-

７
７
０
３

　○「不足額給付Ⅰ」に該当される方
（①所得税分控除不足額）＋（②住民税分控除不足額）－調整給付金額＝不足額給付額
【①＋②（1万円単位で切り上げて算出）】－調整給付金額（万単位）
  ※計算式の詳細は、７月号の「広報さかえ」を参照ください。

  ○「不足額給付Ⅱ」に該当される方
  原則４万円（定額）
  ※令和６年１月１日時点で国外居住者であった方は３万円

４　給付金額

　

町
で
は
、
英
語
検
定
の
検
定

料
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
中
学
生
に
加

え
て
新
た
に
小
学
６
年
生
が
助

成
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
学
校
や
町
が
実
施

す
る
準
会
場
の
ほ
か
、
学
習

塾
や
個
人
申
込
に
よ
る
受
験

の
場
合
も
助
成
対
象
と
な
り

ま
す
。

対
象
者

　

栄
町
に
在
住
す
る
小
学
６

年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
児
童
生
徒

補
助
率

　

検
定
料
の
全
額
（
た
だ
し
、

一
人
に
つ
き
同
年
度
内
に
一
度

ま
で
）

提
出
書
類

○
申
請
書
（
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
、
ま
た
は
教
育
課
窓

　

口
に
て
配
付
し
て
い
ま
す
）

○
検
定
結
果
を
証
明
す
る
書
類

○
預
金
通
帳
な
ど
の
写
し

※
ふ
れ
プ
ラ
会
場
で
受
験
し

　

た
方
に
つ
い
て
は
、
別
途

　

回
収
し
ま
す
。
詳
細
は
町

　

Ｈ
Ｐ
に
て
▼

提
出
期
限
　

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

提
出
・
問
合
せ　

　

教
育
課
学
務
指
導
班　

　

☎
33-
７
７
１
６

児
童
生
徒
の
英
語
検
定
料

児
童
生
徒
の
英
語
検
定
料

を
助
成
し
ま
す

を
助
成
し
ま
す
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②移住者子ども加算金
○定住・移住奨励金が該当する方で、15 歳以下
　の子どもがいる世帯には１人目から１人につき

10 万円を交付します！
【例】住宅を取得した転入者に、15 歳以下の
子どもが２人いる場合は、
① 20 万円 + 記念品 + ② 20 万円
　（２人× 10 万円）＝ 40 万円 + 記念品

　医師、看護師、助産師、保健師または保育士
の資格を有し、病院、診療所や町内の保育所な
どに勤務する方が栄町に転入した場合、支援金
を支給します。

区　分 看護師、助産師、保健師、保育士 医師
戸建て住宅を新築
または購入の場合 20 万円 50 万円

アパートなどに
引っ越した場合 10 万円 25 万円

医療職・保育士転入者支援金

最大最大
　30 万円　30 万円

　１年以上、町外に転出していたお
子さまが、３年以上親と同居または
町内に住むことになった場合、親に
支援金を交付します。

U ターン同居・近居支援金

①単身の場合 ８万円（高校生以下の者は除く）
②単身者と 15 歳以下の子どもが一緒の場合 20 万円
③配偶者と一緒の場合 20 万円
④配偶者と 15 歳以下の子どもが一緒の場合 30 万円

①定住・移住奨励金
○町外から転入し住宅を取得した場合

20 万円＋記念品（５万円分）を贈呈！
○町内の方が新たに住宅を取得した場合
　または既存住宅を建替えた場合

10 万円を交付します！

栄町は定住・移住を推進しています栄町は定住・移住を推進しています
　栄町に移り住んでいただくため、町では移住に関するさまざまな支援制度に取組んで
います。また、栄町に長く住んでいただくため、定住に関する支援制度にも取り組んで
いますので、町内外にお住まいのご家族や、お知り合いの方へ、ぜひ紹介してください。
※いずれの制度も条件がありますので、事前にお問い合わせください。

問合せ　企画財政課　定住移住推進班　☎ 33-7773

　▲町ホームページ
　　定住・子育て等
　　支援メニュー

　栄町に転入し、在宅勤務
をする方に５万円の応援金
を支給します。

在宅勤務転入者応援金

対象住宅
　一戸建て住宅、または併用住宅
※併用住宅は、居住部分のみが対象
※既に、栄町住宅リフォーム補助金を利用した
　住宅を除く。
対象者
①対象住宅を所有し、自ら居住する方
②対象住宅に 10 年以上継続して居住する方
③町の住民基本台帳に記録されている方
④町税を滞納していない方 ( 世帯員全員 )
⑤過去に栄町住宅リフォーム補助金の交付を受
　けてない方

対象となるリフォーム工事
①町内事業者が行う工事
※町内に本店がある法人事業者、または町内に住所

がある個人事業者
②補助対象工事は、浴室・台所・トイレ・床・畳・

内外壁などの工事です。
③令和８年３月19日㈭以前に工事が完了すること。
④ 20 万円以上の工事（税込）
補助金の額
　住宅リフォーム工事費用の 10 分の１で上限額
10 万円（千円未満切捨て）
※補助金交付決定前に住宅リフォーム工事を行った

場合は、補助金の交付を受けられません。
※補助金を希望する方は、事前にご相談ください。
問合せ
　企画財政課定住移住推進班
　☎ 33-7773

申請受付期限　12 月 19 日㈮まで　申請は工事着工前に！
住宅リフォーム補助金
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空き家を所有し、売却や賃貸をお考えの方、空き家バンクに登録しませんか？

〇空き家バンクとは・・・
　空き家の所有者が、その物件の有効活用を目的に、物件情報を登録します。
　その情報を見て、借りたい、買いたいという希望者と所有者との橋渡しを『栄町・
千葉県宅地建物取引業協会印旛支部』が連携して行う制度です。
ご検討をお願いします。

〇登録者奨励金
　空き家バンクに物件登録された方に２万円を交付します。

〇登録リフォーム補助金
　空き家バンク登録物件をリフォームする場合、工事費用の
　５分の１で上限額 20 万円を補助します。

栄町空き家バンク

　

町
内
に
不
動
産
を
所
有
す
る

方
を
対
象
に
、
千
葉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
印
旛
支
部
の
相

談
員
が
無
料
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
や
お
電
話
で
の

相
談
も
可
能
で
す
！ 

※
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
、
お
電
話
で
の
ご

　

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

て
▼

相
談
日
時

　

毎
月
第
３
火
曜
日
の
10
時
か

ら
12
時
ま
で
（
最
終
受
付
11
時

30
分
）

※
電
話
な
ど
に
よ
る
事
前
の
受

　

付
も
可
能
で
す
。

※
相
談
し
た
い
不
動
産
の
資
料

　

な
ど
を
ご
用
意
い
た
だ
く　

　

と
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

問
合
せ　

　

企
画
財
政
課
定
住
移
住
推
進
班

　

☎
33-

７
７
７
３

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
開
催

談
会
を
開
催

　栄町へ移住を希望される方や仕事で引っ越してくる方、子どもの成長で引っ越し
したい方など、空き家を求めている方がいます。ぜひ登録のご検討を！まずは、無
料の不動産相談会へお気軽にご参加ください！

空き家バンクの登録の流れ

栄町空き家バンク栄町空き家バンク

※実績（H28 年度～）登録数 78 件中 57 件が成約済 !
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創
業
・
雇
用
を

創
業
・
雇
用
を

応
援
し
ま
す
！

応
援
し
ま
す
！

　

町
に
は
、
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス

・
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

の
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

栄
町
創
業
支
援
補
助
金

　

産
業
の
振
興
お
よ
び
活
性

化
を
図
る
た
め
、
町
内
で
新

た
に
創
業
す
る
方
へ
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
栄
町

で
創
業
を
お
考
え
の
方
は
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

栄
町
雇
用
促
進
奨
励
金

　

雇
用
促
進
を
図
る
た
め
、
令

和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
町
民

を
新
た
に
正
規
雇
用
し
た
町
内

の
事
業
者
に
対
し
、
奨
励
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

栄
町
空
き
店
舗
活
用
支
援

事
業
補
助
金

　

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
栄
町
の
空
き
店
舗
を
利
用

す
る
商
工
業
者
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

　

経
済
環
境
課
商
工
観
光
班

　

☎
33-

７
７
１
３

遊
休
農
地
の
調
査
に

遊
休
農
地
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

農
地
の
適
正
な
管
理
を

　

農
業
委
員
会
で
は
、
８
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
に
よ
る
、
遊
休
農
地
の

調
査
を
行
な
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
遊
休
農
地
の
所
有

者
な
ど
に
対
し
て
は
、
利
用

の
意
向
を
書
面
で
調
査
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

遊
休
農
地
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
課
税
額
の
引
き
上
げ

　

農
業
委
員
会
が
行
う
遊
休
農

地
の
利
用
意
向
調
査
に
対
し
、

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
し

付
け
の
意
思
表
明
を
せ
ず
、
自

ら
耕
作
の
再
開
も
行
わ
な
い
な

ど
、
遊
休
農
地
を
放
置
し
て
い

る
場
合
な
ど
、
勧
告
の
対
象
と

な
っ
た
農
地
は
、
固
定
資
産
税

の
課
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

遊
休
農
地
と
は

　

以
前
耕
作
し
て
い
た
土
地

で
、
過
去
１
年
以
上
作
付
け

（
栽
培
）
せ
ず
、
こ
の
数
年
の

間
に
再
び
作
付
け
す
る
考
え
の

な
い
農
地
の
こ
と
で
す
。

問
合
せ　

　

農
業
委
員
会

　

☎
33-

７
７
１
３

交
通
災
害
共
済
の
加
入
者
募
集

交
通
災
害
共
済
の
加
入
者
募
集

　

～
万
が
一
の
事
故
に
備
え
ま
せ
ん
か
～

　

～
万
が
一
の
事
故
に
備
え
ま
せ
ん
か
～

　

千
葉
県
市
町
村
交
通
災
害

共
済
は
、
利
益
を
目
的
と
し

な
い
住
民
相
互
の
共
済
制
度

で
、
公
共
団
体
が
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

年
間
７
０
０
円
の
会
費
で

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に

最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

８
月
は
、
一
斉
加
入
推
進

月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

年
会
費

　

１
人
７
０
０
円

共
済
期
間　

　

９
月
１
日
㈪
か
ら
翌
年
８

月
31
日
㈪
ま
で
の
１
年
間

見
舞
金
の
対
象
と
な
る
事
故

　

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、

自
転
車
な
ど
に
よ
る
人
身
事

故
な
ど
で
、
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
か
ら
交
通
事
故

証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
事
故

見
舞
金
の
額　
　

②
死
亡
見
舞
金
…
１
５
０
万
円

②
傷
害
見
舞
金(

入
院
・
通
院

　

の
実
日
数
に
応
じ
て) 

…　

　

２
万
円
～
50
万
円
ま
で

③
身
障
見
舞
金(

身
体
障
害
等
級

　

１
級
ま
た
は
２
級) 

… 

50
万
円

④
交
通
遺
児
見
舞
金
…
遺
児

　

１
人
に
つ
き
10
万
円

申
込
期
間　

　

８
月
１
日
㈮
か
ら
29
日
㈮

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

　
　

除
く

申
込
み

　

世
帯
ご
と
に
加
入
申
込
書

に
会
費
を
添
え
て
、
く
ら
し

安
全
課
窓
口
へ
（
役
場
３
階
）

○
加
入
申
込
書
は
、
く
ら
し

　

安
全
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

○
す
で
に
集
団
加
入
し
て
い

　

る
方
は
対
象
外
で
す
。

※
小
中
学
生
に
つ
い
て
は
、

　

学
校
で
の
集
団
加
入
が
な

　

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
個

　

人
で
の
加
入
手
続
き
が
必

　

要
で
す
。

○
申
込
期
間
が
過
ぎ
た
後
で

　

も
随
時
加
入
を
お
受
け
し

　

ま
す
。

○
申
込
み
の
際
は
、
お
つ
り

　

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

　

ま
す
。

問
合
せ　

　

く
ら
し
安
全
課
安
全
協
働
推
進
班

　

☎
33-

７
７
１
０

動
物
の
遺
棄
に
つ
い
て

動
物
の
遺
棄
に
つ
い
て

　

最
近
、
動
物
を
捨
て
る
事

案
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯

罪
で
あ
り
、
「
動
物
の
愛
護

お
よ
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
１
年
以
下
の

拘
禁
刑
ま
た
は
百
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

動
物
に
子
供
が
生
ま
れ
、
ご

自
身
で
育
て
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
近
所
の
方
や
、
親

戚
に
声
を
か
け
る
な
ど
し
て
里

親
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

　

見
つ
か
ら
な
い
場
合
で
も

絶
対
に
捨
て
ず
、
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー(

☎
93-

５
７
１
１)

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

動
物
の
無
責
任
な
飼
い
方
な

ど
に
よ
る
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

周
辺
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
、
犬
の
放
し
飼
い
は

し
な
い
、
散
歩
中
に
し
た
排
泄

物
は
持
ち
帰
る
な
ど
、
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
猫
に
お
い
て
は
、
必

ず
屋
内
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　

　

経
済
環
境
課
環
境
対
策
班

　

☎
33-
７
７
１
３
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▲懇談室 HP

対
　
象

　

５
人
以
下
の
町
内
の
団
体
な

ど
（
町
内
在
住
者
）

申
込
み

　

３
組
（
先
着
順
）

　

８
月
７
日
㈭
ま
で
に
申
込
書

を
提
出
。

日
　
時

　

８
月
21
日
㈭

　

10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　
（
１
組
30
分
程
度
）

会
　
場　

　

役
場
３
階
第
２
会
議
室

問
合
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
班

　
☎
33-

７
７
７
３

○
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

最
優
秀
指
揮
者

　

第
１
分
団
第
３
部
（
三
区
）

　

藤
崎　

裕
也
さ
ん

最
優
秀
１
番
員

　

第
４
分
団
第
３
部
（
南
・

　

曽
根
・
西
・
布
太
）

　

白
石　

凌
さ
ん

最
優
秀
２
番
員

　

第
４
分
団
第
３
部
（
南
・

　

曽
根
・
西
・
布
太
）

　

山
崎　

大
志
さ
ん

最
優
秀
３
番
員

　

第
１
分
団
第
３
部
（
三
区
）

　

松
田　

裕
史
さ
ん

   

問
合
せ　

消
防
総
務
課
総
務
班

　
　
　
　

☎
95-
８
９
８
０

　

６
月
21
日
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
さ
か
え
駐
車
場
で
栄
町
消

防
操
法
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

栄
町
消
防
団
員
の
操
法
技

術
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
迅
速
・
確
実
か
つ
安
全

に
消
防
用
機
械
器
具
の
取
扱

い
お
よ
び
操
作
の
基
本
に
つ

い
て
、
そ
の
技
術
を
競
う
大

会
で
す
。

　

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
５
チ

ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日

頃
の
訓
練
成
果
を
競
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
少
年
消
防
団
員
に

よ
る
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
演

技
を
行
い
ま
し
た
。
３
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
元
気
に
明
る

く
楽
し
く
、
訓
練
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

●
成
　
績

○
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

優
勝

　

第
１
分
団
第
１
部
（
一
区
）

準
優
勝

　

第
１
分
団
第
２
部
（
二
区)

第
３
位 

　

第
２
分
団
第
４
部
（
興
津
）

○
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優
勝   

　

第
１
分
団
第
３
部
（
三
区
）

準
優
勝 

　

第
４
分
団
第
３
部
（
南
・

　

曽
根
・
西
・
布
太
）

   

●
個
人
賞

○
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

最
優
秀
指
揮
者

　

第
１
分
団
第
１
部
（
一
区
）

　

芝
野　

佑
輔
さ
ん

最
優
秀
１
番
員

　

第
１
分
団
第
２
部
（
二
区
）

　

髙
瀬　

賢
佑
さ
ん

最
優
秀
２
番
員

　

第
２
分
団
第
４
部
（
興
津
）

　

篠
田　

道
明
さ
ん

最
優
秀
３
番
員

　

第
１
分
団
第
１
部
（
一
区
）

　

湯
浅　

達
也
さ
ん

最
優
秀
４
番
員

　

第
１
分
団
第
２
部
（
二
区
）

　

海
老
原　

秀
一
さ
ん

▲少年消防団員

▲個人表彰（最優秀操作員）

▲小型ポンプ操法の部  
　入賞部代表

栄
町
消
防
操
法
大
会
（
結
果
）

栄
町
消
防
操
法
大
会
（
結
果
）

町
長
懇
談
室

町
長
懇
談
室
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　栄町まちづくり大学は町が抱えている課題を学び、学んだ成果を地域貢献として活動できる人
材育成を通して町と住民との協働を推進することを目的に、平成26年度よりさまざまな学部を開
校しています。
　今年度は昨年度好評だった「スマホ学部」を開校します。デジタル化推進における課題でもある
情報格差の解消を目指し、生活の中で活用できるスマホ操作について学びます。
　「普段からスマホを使っているけど、もう少しうまく活用してみたい」、「地域で困っている
方にLINEの使い方を教えてあげたい」と考えている方、ご自身のスマホを使って一緒に学んでみ
ませんか？

日　付日　付 授業授業
番号番号 時　間時　間 メニューメニュー 定定

員員 内　容内　容

９月 25 日㈭
１ 13：30 ～ 14：30 電話・カメラを使おう 15 電話のかけ方や連絡帳の登録、スマホについているカメラ

での写真撮影や QR コードの読み取りについて

２ 15：00 ～ 16：00 インターネットを使っ
てみよう 15 インターネットで知りたい情報を検索して調べる方法や

その時に気を付けることについて

10 月 10 日㈮
３ 13：30 ～ 14：30 地図アプリを使おう 15 Google マップ（アプリ）を使って、近くのお店や目的

地までの経路の調べ方などについて

４ 15：00 ～ 16：00 メッセージアプリを使
おう　（１回目） 15 LINE（アプリ）のアカウントの利用登録方法やメッセー

ジの送り方、連絡先の交換方法などについて

10 月 30 日㈭

５ 10：00 ～ 12：00
キャッシュレス決済・
ネットショッピングに
ついて（１回目）

20 お買い物の時に使えるキャッシュレス決済（PayPay）
やネットショッピング（Amazon）の登録や体験

６ 13：30 ～ 14：30 ス マ ホ で 確 定 申 告
（e-tax）をしよう 15 マイナポータル（アプリ）を使って、自宅でスマホから

申請する方法やその時に気を付けることなどについて

７ 15：00 ～ 16：00 オンライン診療を使っ
てみよう 15 診療アプリを使って自宅で診察を受ける方法などについて

11 月 11 日㈫ ８ 10：00 ～ 12：00
キャッシュレス決済・
ネットショッピングに
ついて（２回目）

20 10/30 開催 第５回授業と同内容

11 月 26 日㈬
９ 13：30 ～ 14：30

スマホで年金の情報を
確認しよう（ねんきん
ネット）

15 ねんきんネットを使ってできること、その登録方法など
について

10 15：00 ～ 16：00 生成 AI を使ってみよう 15 俳句づくりを通したチャット GPT や生成 AI について

12 月 12 日㈮
11 13：30 ～ 14：30

地方公共団体が提供す
るオンラインサービス
の利用方法

15 栄町で実施しているオンラインサービスについて

12 15：00 ～ 16：00 メッセージアプリを使
おう　（２回目） 15 10/10 開催 第４回授業と同内容

持ち物　ご自身のスマートフォン、筆記用具
会　場　ふれあいプラザさかえ３階　視聴覚室
定　員　各回15～20名（先着順）
参加費　無料
申込方法　電話・メール・役場３階くらし安全課窓口のいずれかにて、　　　　
　　　　　①氏名、②連絡先、③住所、④希望する授業番号をお伝えください。
申込期間　８月４日㈪から22日㈮まで
問合せ　栄町まちづくり大学事務局（くらし安全課内）
　　　　☎33-7710　　katsudou@town.sakae.chiba.jp

令和７年度栄町まちづくり大学
「スマホ学部」受講生の募集

▲町ＨＰ
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　「情報公開制度」は、町が保有している行政文書の公開を請求することができる制度です。

区分 合計
件数

処理区分
取下げ

公開 部分
公開

請求拒否または申出拒否
非公開 不回答 不存在 その他

公開請求 13 件 ３件 ０件 １件 ０件 ６件 １件 ２件
公開申出 ８件  ８件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件

審議会などの会議公開制度

審議会など
の総数

会議を開催し
た審議会など

会議の
開催回数

内訳
公開 一部公開 傍聴人数 非公開

37 17 85 回 24 回 ０回 ７人 61 回
※個人情報を取り扱う会議は、非公開としてます。

個人情報保護制度
　「個人情報保護制度」は、町が個人情報を適正に取り扱うためのルールを定めるとともに、
町が保有している自分の情報の開示などを請求することができる制度です。

　「会議公開制度」は、町に置かれる審議会などの会議を傍聴することなどができる制度です。

区分 合計
件数

処理区分
取下げ

開示 部分
開示

請求拒否
不開示 不回答 不存在 その他

開示請求 49 件 14 件 35 件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件

　栄町情報公開条例などの規定に基づき、令和６年度の各制度における運用状況を公表します。栄町情報公開条例などの規定に基づき、令和６年度の各制度における運用状況を公表します。

問合せ問合せ　総務課総務班　☎ 95-1111　総務課総務班　☎ 95-1111情報公開制度などの運用状況情報公開制度などの運用状況

※第三者の個人情報が載っている場合は部分開示となります。

情報公開制度

自治組織名 氏　名 自治組織名 氏　名
1 上町 豊田　勉 24 安食台四丁目 神野　正行
2 台下 山田　四郎 25 酒直台 加瀬　直照
3 鷲町 塚田　湧長 26 酒直台 福本　朋子
4 下町 大塚　正 27 竜角寺台 大迫　純孝
5 三区 伊藤　幸雄 28 竜角寺台 御厨　誠
6 須賀 諸岡　久夫 29 竜角寺台 大井　常雄
7 須賀新田 大須賀　美武 30 竜角寺台 近藤　彩子
8 北辺田 鈴木　正也 31 竜角寺台 滝島　めぐみ
9 矢口 藤﨑　未雄 32 南ヶ丘 北畑　優

10 興津 湯浅　一 33 南ヶ丘 福永　亨
11 麻生 麻生　徹 34 西 平川　弘二
12 龍角寺 大見川　正明 35 布太 中島　義晴
13 酒直 石井　京子 36 三和 石井　朗
14 南部 加藤　友治 37 中谷 下村　治
15 白山 菅沼　鉄男 38 北 中久木　博樹
16 松ヶ丘 大西　辰美 39 布鎌酒直・四ツ谷 朝倉　友子
17 田中 真鳥　律子 40 和田 岩田　忠雄
18 田中 松岡　順子 41 押付 清水　正彦
19 安食台 1.5.6 丁目 森出　浩子 42 曽根 尾花　美茂
20 安食台 1.5.6 丁目 前野　喜代子 43 南 小島　きみ江
21 安食台 2 丁目 影澤　サヱ 44 請方 奥野　陽一
22 安食台 3 丁目 笹井　克朗 45 出津 山口　清治
23 安食台四丁目 山野井　信敬
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打ち上げ花火の募金・打ち上げ花火の募金・
協賛金のお願い協賛金のお願い

　次の内容で模擬店（原則、町内事業
者）を募集します。

募集数　20店舗（先着順）
　※間口5.4ｍ×奥行3.6ｍ
出店料　10,000円
　※指定口座へ振り込み
　※主催者の都合により中止した場合
　　以外は返金しません
申込み　８月12日㈫までに次の書類を
　提出してください
提出書類　①出店計画書　②誓約書
　※詳細は、ホームページにてご確認
　　ください▶

問合せ　
　SAKAEリバーサイド・フェスティバル
　実行委員会事務局
　経済環境課商工観光班　☎33-7713

　秋の夜空を盛大な花火で彩れるよう
皆様のご協力をお願いします。

募金箱設置個所
○役場１階受付
○ふれあいプラザさかえ１階受付
○ドラムの里（コスプレの館・龍の産
　直館）
○町内のコンビニエンスストアなど

協賛金
　法人１口5,000円／個人１口3,000円
も随時募集しています。

問合せ　
　SAKAEリバーサイド・フェスティバル
　実行委員会事務局（打ち上げ花火担当）
　企画財政課財政班　☎33-7773

SAKAESAKAE
リバーサイド・フェスティバルリバーサイド・フェスティバル

打ち上げ花火打ち上げ花火
時　間時　間　　
　19 時から　　19 時から　
　※30 分程度を予定　※30 分程度を予定

栄町町制施行70 周年記念事業栄町町制施行70 周年記念事業

模擬店の募集案内模擬店の募集案内

～この町が好き！ありがとう70 年～～この町が好き！ありがとう70 年～

13：00
～

19：302510
㊏／

※予備日　10 月26 日㈰

会　場　
利根川河川敷Ｃグラウンド

（栄町消防署前）　
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▲ドラムのཬ HPドラムのཬ HP

４日 、12 日㈫、
18 日 、25 日 

日ؗٳ月のࠓ

龍の産直館情報龍の産直館情報
【Նのࢥい出作Ζう :0 ！】
開࠵日　８月 23 日​・24 日㈰　˕ବ՛子つかみ取り１回 200 円
おങいಘ情報
ʓとうもろこし　ʓས　
ʓ೶家さんのՆ野ࡊ
ʓՆ野ࡊの調ຯྉシリーズ２ׂ引き
　地ݩ೶家さんの新઱旬野ࡊも多数取りଗえております。
　皆様のごདྷ店心よりお଴ちしております。

８８//２２( 土 )・( 土 )・３３( 日 )( 日 )

12 時 ~19 時 30 分12 時 ~19 時 30 分
※Ώかたண付͚申込みは 18 時まで※Ώかたண付͚申込みは 18 時まで
※小Ӎܾ行・ߥఱ中止※小Ӎܾ行・ߥఱ中止

～夏の風物詩～　～夏の風物詩～　

ドラムの里ゆかたまつりドラムの里ゆかたまつり

　ओなΠϕント
　２日​　ʓ SNS で話୊のアーティストに
　　　　　　よるήリラライブ
　時　間　16 時から　
　３日㈰　ʓ下総栄太ޑのԋ૗൸࿐

　時　間　17 時から 17 時 45 分
　会　場　ドラムの里ウッドデッキ　

　ドラムの里では開館時間をԆ長して「Ώかた
まつり」を開催します。　　　　　　　　
　 コ ス プ レ の 館 で は 浴 ҥ の ି し 出 し が 通 常
2,000 円のところを期間中どなたでも 1,000
円（町民 500 円）でレンタルできます。さら
にレンタルされた方にはハズレなしの大நબ会
にࢀ加できます。
　そのほか写真スポットとして஛౮᝷エリアや
෩ंエリア、提౮エリアを設置します。また、
キッチンカーも多数出店します。
　このՆはΏかたを着て楽しい時間を過ごしま
しょう。
※೤中঱対ࡦとして、コスプレの館やܜٳ室（چ
　レストラン）はクーリングシェルターとして
　指定されており、どなたでもご利用すること
　ができます。
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দୂݩ員かΒ̒月の׆ಈใࠂがಧきました！দୂݩ員かΒ̒月の׆ಈใࠂがಧきました！

vol. ̐

๕լୂ員・ஸ໺ୂ員かΒ̐月～̒月の׆ಈใࠂがಧきました！๕լୂ員・ஸ໺ୂ員かΒ̐月～̒月の׆ಈใࠂがಧきました！

問合せ　ઓུ推進室
　　　　☎ 33-7312

　松ୂݩ員の InTtagSam が開設されましたʂ
　皆さまからのフォローお଴ちしています。
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　６月中旬には「ち͹みんフェス 2025」
に出店し、自分たちが作ったものをお
٬様にಧけるという、普段ではຯわえ
ない体験を通して、ものづくりの楽し
さと達成ײをײじました。手に取って
くださった方ʑの「おいしい」のひと
ことがخしく๨れられないࢥい出にな
りました。　

　皆さんが心も体も健やかに過ごせるよう、集会所
などで行うϤガプログラムの作成に向けて、情報収
集をしました。
　また、Ϥガを通じた町の活ੑ化を広く発信し、今
後の活動のྐとするため、Ϥガを先ಋする大学教授
を๚ね、ڀݚのࢹ点からアドバイスをいただいた
ことで、地域に根ざしたϤガの可能ੑをײじまし
た。町のັ力を多くの方に発信する手段としては、
SNS 活用やデジタルマーέティングの知ࣝはܽか
せないことから、SNS 活用展示会へࢀ加し、࠷新
ツールや発信方法を学びました。
　これからも、Ϥガをきっかけに、地域のつながり
を広げていけるよう取り組んでいきます。

　田২え時期に合わせて２ݢのถ೶家
を๚問し、බ作りや田২えの他、トマ
トの࠿ഓやถ՛の੡଄にも௅ઓしまし
た。また、田২え体験では、ࢀ加した
子どもたちもসإにҲれ、さなざまな
学びや気づきを通して೶業の力をײじ
たॠ間でした。
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ふれプラ図書室からのごҊ内
開室時間　９時から 17 時まで
問  合  せ　ふれプラ図書室　　
　　　　　　　　　　　☎ 33-3385

Bookmarks
ʰ͓୳͠ຊ͸ਤॻࣨ·Ͱʱ ▲ਤ書室

大正１５年、౦߿・ژ町の཮܉少
に଴望の長உがݩのࡾߞ෢ా・ࠤ
஀生した。ʪࢤ࿠ʫと名付けられ
た子ڙは、日本中が大正ఱޚ่ߖ
の൵しみに฻れる中で一家の新た
な希望となりʜ。ত和 100 年ઓ
ޙ 80 年に生まれる૖大なত和࢙
αーΨࡾ部作。

内気な人ʑがूまって฻らすその
౔地は、ʠアΧγアの໺ลʡと名
付けられていた。そこに生まれた
リリΧは、Վうことを覚える。こ
の不ࢥ議なՎ੠が、リリΧの人生
を動かし࢝める。果たして、リリ
ΧのՎはどこへと向かっていくの
か？

ԣ඿で３୅続いたๅੴ঎の஢உ・
大ߐཔ೚とூ金を家業とする৬人
の່・࠼ߐࠇ。པ೚のళのお得ҙ
༷のϒライダルジϡΤリーのΦー
ダーをൽ切りにクロΤがジϡΤリ
ーデザインを引き受けるようにな
ってから２人のؔੑ܎はมΘって
いきʜ。

ීఱをզが手に　第１部
Ԟాӳ࿕ʗஶ　ߨ談ࣾ

αΠϨントシンΨー
小川༸子ʗஶ　จ᥁य़ळ

クロΤとΦΦΤ
有川ͻΖʗஶ　ߨ談ࣾ

ץの৽݄ࠓ

～ϞΩュメンタリーホラーখઆが೤い！～
　1990 年代とはҧう令和のホラーブーム౸དྷʂϞキュメンタリーホラーとはフィク
ションでありながらドキュメンタリーのような手法でリアルなڪාをԋ出するホラ
ーのことで、実在する場所や人物が登場し、本当にىこった出དྷ事のようなྟ場ײ
がಛ௃の小આです。ॵいՆ、ʠഎےもౚりつく話୊のホラー小આʡでྋみませんかʁ
　ಛ集コーナーを作りྋしい図書室でお଴ちしておりますʂ
˗図書室にない本はݝ内図書館からआりる事ができますので図書室スタッフまでお気ܰにお声
かけくださいʂʂ

栄
町
༏
ल
ө
ը
ؑ
৆
推
進
事
業

～
ত
࿨
̍
̌
̌
೥
を
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・
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༏
た
ち
～

಺　༰　①ཛྷをݺͿ男（1957 年）
　　　　②໢૸൪外地（1965 年）
の୤૸（1950ڿ③　　　　 年）
日　時　９月６日​・９月７日㈰
　　　　６日①開場 10 時、開ԋ 10 時 30 分
　　　　６日②開場 13 時 30 分、開ԋ 14 時
　　　　７日③開場 10 時、開ԋ 10 時 30 分
会　場　ふれあいプラザさかえ文化ホール
その他　入場ྉ金：1 本 500 円【当日݊のみ】
　　　　（６日は総入れ替え）
　　　　全席自由席
　　　　※٬席内でのҿ食はできません。
ओ　ࠃ　࠵立ө画アーカイブ、栄町教育委員会
問合せ　生涯学習課社会教育班
　　　　☎ 95-1112

　今年は「ত和 100 年」にあたる年です。そ
こで、ࠃ立ө画アーカイブが実施する「優लө
画ؑ賞推進事業」を活用し、ত和の名作３作品
を 35mm フィルムө画でおಧけします。

①ཛྷをݺͿஉ
　（1957 年）

②໢૸൪外஍
　（1965 年）

　の୤૸ڿ③
　（1950 年）
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栄町ݻ定࢈ࢿධՁ栄町ݻ定࢈ࢿධՁ
৹ࠪҕ員会ҕ員を೚໋৹ࠪҕ員会ҕ員を೚໋

栄町ڭ育ҕ員を೚໋

定資産ධՁ審査委員会委ݻ　
員は、町長が議会の同意を得
て任໋し、ݻ定資産課税台帳
に登録されたՁ格に関する不
෰について審査します。

産ධՁ審ࠪҕ員会ҕ員ࢿ定ݻ
　鈴木　勉（敬শུ）
（任࠶）　

೚　期　７月１日から
　令和 10 年６月 30 日まで

問合せ　総務課総務班
　　　　☎ 95-1111

栄町؂ࠪҕ員を೚໋栄町؂ࠪҕ員を೚໋
　؂査委員は、町長が議会の
同意を得て任໋し、町の財務
に関する事務のࣥ行が適正に
行われているか、経Ӧに܎る
事業の؅理がޮՌ的、 合理
的、能཰的に行われているか
などを؂査します。

　બ೚者ݟࣝ
　山本　博久（敬শུ）
（任࠶）　

೚　期　７月１日から
　令和 11 年６月 30 日まで

問合せ　総務課総務班
　　　　☎ 95-1111

　教育委員は、町長が議会の
同意を得て任໋し、教育行政
の基本方਑やॏ要事項を審議
します。

育ҕ員ڭ
　ᖛ田　߳ಸ（敬শུ）
　( 任࠶ )
 
೚　期　６月 20 日から
　令和 11 年６月 19 日まで

問合せ　教育課総務班
　　　　☎ 33-7716

　６月 27 日、竜角寺台小学校で、成田ܯ察ॺ主催の子供自転ं໔ڐ証交付式などが行われました。
　この目的は、子供たちの自発的な学習と交通ルールの९कをଅすとともに、交通安全ඪޠをߟえ
ることで、更なる交通安全意ࣝの高༲と交通事ނ๷止の徹ఈを図るものです。さらに、栄町で取り
組んでいる地域社会全体で子供をकり育てる「こどもまんなか」એݴと連ܞしたものです。

˔ަ通҆全ඪޠ受賞者　
　竜角寺台小学校
優ल賞　５年生　ङ野୓ేさん࠷○ ( 写真左から４人目 )
　　　　　　　ňきをつけて　ながらӡ転　事ނのݩŉ　
○優ल賞　　５年生　木村݁ҥさん ( 写真左から３人目）
　　　　　　　ňϔルメット　つけない理由が　あるのかなŉ
　　　　　　６年生　ԕ藤ྤཨさん（写真ӈから２人目）
　　　　　　　ňとびだすなʂ　かくにんしよう　み͗ひだりŉ
　　　　　　６年生　石ڮժՌさん（写真ӈから３人目）
　　　　　　　ň手をあげて　左ӈかくにん　おうだんほどうŉ　

˔自స車のӡసにͭいて
　自転ंは୭でも利用できる便利な৐り物ですが、ंの஥間です。事ނのඃ害者だけでなく、加害
者になってしまうこともあります。
　事ނをىこさないだけでなく、ૺわないためにも交通ルールやマナーをしっかりकり、交通事ނ
を๷止しましょう。また、自分の໋をकるためにも自転ं用ϔルメットをかͿりましょう。

問合せ　成田ܯ察ॺ　☎ 27-0110
　　　　くらし安全課安全協ಇ推進班　☎ 33-7710

子ࣗڙ転ं໔ূڐ交付ࣜ



19 広報さかえ

　７月の「社会を明るくするӡ動ڧ調月間」にあわせて、町内の
小学２年生の͵り絵展を開催しました。
　更生保護マスコットキャラクター「更生ペンΪンのホΰちΌん
とサラちΌん」の͵り絵作品がふれあいプラザさかえロビーを০
りました。
　栄町更生保護ঁੑ会では、町内の子ども達がੑ൜ࡑにまき込ま
れないためにプライベートκーンを知ってもらおうと絵本の読み
ฉかせ活動を行っています。

問合せ　福ࢱ・子ども課社会福ࢱ班
　　　　☎ 33-7707

ࣾ会を໌るくするӡಈ「栄町͵りֆల」を開催

　６月 21日にࡔ田ヶ஑総合公Ԃで５・６年生を対象にデイキャ
ンプが行われました。
　ॳめにݥة༧知トレーニングを行い、ήーム「人間神経ਰऑ」
を行った後、൧ᚫਬ൧やカレー、クレープ作りを体験しました。
　通学する学校がҧう子ども達が自વ楽校を通して、チーム
ワークの大切さを学Ϳྑいػ会となりました。

問合せ　生涯学習課社会教育班　
　　　　☎ 95-1112

υラムࣗવָߍ　σΠΩϟンプ

　６月 28 日に成田空ߓ内 +AL ੔備工場を見学に行き
ました。
　当日は町内小学４年生から６年生までの親子 15 組が
加し、+ALࢀ の方ʑからඈ行ػのߏ଄や࢓組みについ
て、実際のػ体を見ながら教えていただきました。
、加児童からは「間近で見るとすごく迫力があった」ࢀ　

「ඈ行ػのそれぞれの部品の役ׂを学Ϳことができた」、
保護者からは「਎近な空ߓの普段見られない部分が見る
ことができて、親子ともにوॏな経験となった」といっ
た声が上がっていました。

問合せ　生涯学習課社会教育班　
　　　　☎ 95-1112

いきいきक़さかえ　਌子 +"- ੔උ工場ݟ学

ୈ 7� ճҹᏞࢢ܊ຽスϙーπ大会૯߹開会ࣜが開催
　第 76 回ҹᏞࢢ܊民スポーツ大会総合開会式が、７月５
日に栄町のふれあいプラザさかえ文化ホールで開催されま
した。開会式ではҹᏞࢢ܊スポーツ協会のޭ࿑者・優लス
ポーツ団体・優लスポーツબ手表彰が行われ、長年にわた
るٕڝへのݙߩが認められ、栄町卓ٿ連ໍ代表の山本༸一
さん、栄町཮上ٕڝઐ໳部のٶ本༦߳里さんがそれぞれޭ
࿑者表彰を受賞されました。
　なお、ٕڝについては７月６日のೈ式野ٿおよびサッ
カーٕڝをൽ切りに、８日・12 日・13 日・19 日・20 日・
21 日・27 日の８日間、ҹᏞࢢ܊内の֤会場で開催され、
ҹᏞࢢ܊内８ࢢ町がࢀ加し、೤ઓが܁り広げられました。
　大会݁Ռにつきましては、９月߸にܝ載いたします。

問合せ　生涯学習課スポーツ振興班
　　　　☎ 95-1112
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今
か
ら
６
年
前
、
千
葉
県
を
ऻ
っ
た
大
型
୆
෩
を
֮
え
て
い
ま
す

か
。
令
和
元
年
๪
総
൒
ౡ
୆
෩
と
ݺ
ば
れ
る
୆
෩
に
よ
り
、
戦
中
・

戦
後
期
の
史
料
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

大
࿯
神
社
か
ら
ほ
ど
近
い
、安
食
交
差
点
を
通
る
県
道
18
号
線（
成

田
安
食
線
）
Ԋ
い
に
山
本
太
࢛
࿠
商
店
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
向
か
い

ଆ
に
、
か
つ
て
配
給
所
だ
っ
た
建
物
が
現
ଘ
し
て
い
ま
す
。
୆
෩
に

よ
る
ڧ
෩
で
、
屋
根
ཪ
部
分
に
保
管
さ
れ
て
い
た
書
類
の
一
部
が
མ

ち
、
そ
の
建
物
か
ら
戦
中
・
戦
後
期
の
配
給
関
係
史
料
が
大
量
に
発

見
さ
れ
た
の
で
す
。

　

栄
町
に
お
い
て
配
給
関
係
史
料
は
、
ञ
直
地
区
か
ら
「
ञ
配
給
ニ

関
ス
ル
݅
」
な
ど
、
配
給
を
通
知
す
る
史
料
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
見
つ
か
っ
た
配
給
関
係
史
料
は
ஈ
Ϙ
ー
ル
約
20

ശ
分
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　

ত
和
12
年
か
ら
࢝
ま
っ
た
日
中
戦
૪
、
そ
の
決
着
も
つ
か
な
い
ま

ま
ত
和
16
年
に
は
太
ฏ
༸
戦
૪
に
ಥ
入
し
ま
し
た
。
そ
の
戦
時
体
制

下
に
お
い
て
物
資
を
౷
制
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
඼
を

中
心
に
さ
ま
͟
ま
な
物
資
に
対
し
て
配
給
制
度
と
い
う
ા
置
が
取
ら

れ
ま
し
た
。
配
給
は
世
帯
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
世
帯
の
構

成
員
や
職
業
に
よ
っ
て
ׂ
当
量
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ত
和
15
年
、
࠭
౶
と
マ
ッ
チ
の
੾
ූ
配
給
制
が
実
施
さ
れ
る
と
、

ถ
な
ど
の
食
ྐ
、
そ
の
ଞ
の
食
料
඼
、
ҥ
類
、
໦
୸
な
ど
の
日
用
඼

が
次
々
に
配
給
対
象
と
な
り
、
自
由
に
ച
ങ
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。
戦
૪
が
終
結
し
て
も
物
資
不
଍
は
続
き
、
配
給
制
度
は
ܧ
続
し

て
い
き
ま
す
。
食
ྐ
不
଍
は
戦
後
の
方
が
ਂ
ࠁ
で
、
遅
配
や
ܽ
配
が

続
き
ま
し
た
。
౷
制
は
、
物
資
が
安
定
し
て
生
産
さ
れ
て
市
場
に
出

回
る
よ
う
に
な
る
と
ঃ
々
に
解
除
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
て
配
給
関
係
史
料
は
、
ど
こ
で
も
࢒
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、
当

時
の
成
田
町
役
場
の
配
給
主
任
（
大
໦
用
三
ࢯ
）
は
、
終
戦
直
後
、

上
部
機
関
か
ら
「
戦
૪
に
関
連
の
あ
る
文
書
は
全
部
ম
٫
せ
よ
」
と

の
ݫ
໋
が
あ
り
、
配
給
や
供
出
の
関
係
書
類
を
ؚ
め
て
ॲ
分
し
て
し

ま
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
安
食
配
給
所
か
ら
配
給
関
係
史

料
が
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
配

給
の
実
ଶ
が
明
ら
か
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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問合せ　健߁介護課健߁推進班 ☎ 33-7708

　 ໔Ӹྗを্͛てଳঢ়᙮਄を予防しましΐう！
「ܲと՘子の生ᇙমき」 

ค適ྔ　サラ܀೑１ຕ　՘子２本　酒大さじ１　ยڳܲ　料　２人分ࡐ˔
　ダ༉大さじ１　Ԙগʑ　こしょうগʑ　˒酒大さじ１　みりん大さじ１
　࠭౶大さじ１／２　しょうΏ大さじ１　おろししょうが大さじ１／２
˔作り方　
①ܲ೑のൽをണいで一口大に切り、酒、Ԙ、こしょう
　を振って５分置き、ย܀คをまͿす。
②՘子はϔタを切りམとしてྠ切りにする。
③フライパンにサラダ༉を入れて中火で加೤し、①、
　②を入れて྆面こんがりとするまでমく。
④˒を加えて全体的にࠞぜる。
１人分エネルΪー：239kcal　食Ԙ：1.5g　たんͺく࣭ 20.5g
˔໔Ӹࡉ๔のࡐ料となるたんͺく࣭は、໔Ӹྗの౔୆を支える栄ཆૉで、
　不足すると໔Ӹྗがམちやすくなります。たんͺく࣭は೑やڕ類、大౾
　੡品、ೕ੡品にଟくؚまれているため、ຖ日の৯ࣄでたんͺく࣭ݯとな
　る৯ࡐをܽかさͣとりましΐう。

஌ͬていますかʁଳঢ়᙮਄஌ͬていますかʁଳঢ়᙮਄

　帯ঢ়᙮਄は他人からうつって発঱する病気ではなく、過࿑やストレス、加齢などにより໔Ӹ
力が௿下することによって発঱します。とくに 50 歳以上になると発঱཰が高くなり、80 歳
までに約３人に１人は発঱するとݴわれています。

ଳঢ়᙮਄とはଳঢ়᙮਄とは ਫ౱ʢਫ΅͏ͦ͏ʣͱಉ͡΢イϧεͰ͜ىΔൽෘのපؾ
঱　ঢ়

　਎体の左ӈどちらかの
神経にԊって੺い࣪਄が
。れますݱ
　঱ঢ়の多くは上൒਎に
れるこݱ面にもإ、れݱ
とがあります。神経が損
ইされることで、ൽෘの
঱ঢ়が治った後も、௧み
や麻ᙺが࢒ることがあり
ます。

ଳঢ়᙮਄かなとײじたらଳঢ়᙮਄かなとײじたら

水౱・
帯ঢ়᙮਄ウイルス

子供時代水΅うそうに
ॳめてײ染

大人治療後も体内
にજ෬

大人【帯ঢ়᙮਄発঱】
ウイルス࠶活ੑ化

加齢・過࿑
ストレス

໔Ӹ力௿下

対ࡦ・予防対ࡦ・予防 ໔Ӹྗ 6P ͱϫΫνン઀छͰɺଳঢ়᙮਄を༧๷͠·͠ΐ͏

１　໔Ӹྗ 6P のために、生׆श׳をݟ௚しましΐう
　○バランスのྑい食事をとる　○適度なӡ動を心がける
　○࣭のྑいਭ຾をとる　　　　○ストレスの発ࢄ
２　予防઀छを受͚ましΐう　
　༧๷接छを受けることで、帯ঢ়᙮਄の発঱や、ॏ঱化の༧๷が期଴できます。
　令和７年度定期接छ対象の方には、４月末に༧診ථを送付していますので、接छをご検౼ください。
　定期接छ対象外の方は、65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・100 歳となる年度に、
対象となります。定期接छ対象外の方でも、任意接छは可能です。かかりつけの医療ػ関に御相談
ください。

ൃ঱ൃ঱

定期予防઀छ定期予防઀छ
　４月１日から帯ঢ়᙮਄༧๷接
छが定期接छとなり、対象の方
の費用を一部負担しています。
　詳細はӈ記より御確認くださ
い。

　ૣ期受診と治療をしましょう。
　受診が஗れると、治療が長引いたり、
௧みが࢒ることがあります。
　ܰい঱ঢ়でも、ૣめに受診するように
しましょう。
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            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問合せ　こども家ఉセンター　　 ☎ 37-7185
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       健߁介護課健߁推進班�����☎ 33-7708

インϑΥϝーシϣン߁݈

※受付時間は༧約制となっておりますので、健診の個ผ通知をご確認ください。

健　਍　໊ 月　日 会　場 問合せ 対　象　者 ಺　༰

５歳児健߁診査 ８月５日㈫ ふれあいプラザさかえ
３階大会議室

こども家ఉ
センター

令和２年６月～８月
生まれの子

内Պ・ࣃՊ診察 / ਎体ଌ定 /
保健・栄ཆ・ࣃՊ相談 / 子育
て相談 / 教育相談

３・４か月ೕ児相談 ８月 19 日㈫ キッズランド 令和７年３月 / ４月
生まれの子

医師診察 / ਎体ଌ定 / 保健・
育児相談 / ブックスタート

２歳児ࣃՊ健߁診査 ８月 28 日㈭ ふれあいプラザさかえ
３階大会議室

令和５年７月 / ８月
生まれの子

Պ診察ࣃ / ਎体ଌ定 / 保健・
栄ཆ・ࣃՊ相談

はみがきレッスン
（当日受付可） ８月７日㈭ キッズランド

健߁介護課
健߁推進班

町内在住の方 お口の健߁チェック・相談

２歳൒児ࣃՊ健߁診査 ８月 28 日㈭ ふれあいプラザさかえ
３階大会議室

令和４年 11 月 /12 月
生まれの子 Պ診察ࣃ / Պ相談ࣃ

೛活・プレコンセプションέア
相談 ８月 16 日​ ふれあいプラザさかえ こども家ఉ

センター
೛৷を希望されている

方とそのご家族

೛৷に関する相談・೛活、不
೛治療や不育঱治療に関する
相談、ࢥय़期やੑに関する相
談

問合せ
こども家ఉセンター　☎ 37-7185

（ふれあいプラザさかえ内１階）
開設時間　９時から 17 時 15 分まで

今月のؗٳ日

３日㈰・４日 ・10 日㈰～ 12 日㈫・
17 日㈰・18 日 ・

24 日㈰・25 日 ・31 日㈰

˔対ॲ法にͭいて
ʓ授ೕ　　　　　　　　　　ʓ๊っこしてあやす
ʓおむつ汚れの確認・交換　ʓ環境調੔（室温・෰૷など）
ʓ全਎の体調の確認（発೤、おෲの௧み、έガ、その他）

　੺ちΌんは出生後２～３週間くらいからಛに理由がなくてもٽき、生後３～４か月でピークを
ܴえ、その後も൒年程は続くことがあります。それは自વな経過で正常な発達です。
　一方で、ٽき止まなかったりස度が多かったり、夜にٸにٽき出すと、຾りを๦げられるお฼
さんやお෕さんにとって大きなストレスとなります。

「えߏ৺」き止まない時のٽ˔
①੺ちΌんはٽき止まないことがあるとい
　うことを、あらかじめ知っておく。
②夜ٽきの原Ҽをあまり௥ٴしない。
③੺ちΌんからちょっと཭れるなどٽいて
　いる時にײじる親自਎のフラストレーシ
　ョンをέアする。

˔家଒などと一緒に৐りӽえる　
　お฼さん一人ではなく、お෕さんや家族
などと一ॹに৐り越えることが大事です。
き止まない大変さをお෕さんと一ॹに共ٽ
有できれ͹、お฼さんのਫ਼神的負担はܰく
なります。

˔੺ちΌんから཭れてみる
　「イライラしたらちょっと੺ちΌんから
཭れる」ことをおקめします。੺ちΌんを
安全なところにڼ向けに৸かせ、目のಧく
範囲のところで 10 ～ 15 分くらいܜٳし
ましょう。リフレッシュできれ͹また向き
合おうとࢥう気力が出てきます。

˔外に出てみる
　੺ちΌんがٽき止まずイライラが募って
しまったときには、まず๊っこひもやバΪ
ーで「外に出てみる」ことをおקめします。
部԰の中よりٽき声をそれほど大きくײじ
ないので、ดײ࠹から解放されますし、そ
れだけで੺ちΌんがٽき止むこともあります。

赤ちゃんが泣いて赤ちゃんが泣いて
　　　　　困った時の対処法　　　　　困った時の対処法

˗੺ちΌんを༳さͿらないでくͩさい！
　イライラが募ると、発作的に੺ちΌんを༳さͿってしまいそうになるかもしれません
が、ٽき止むことはありませんし、「ೕ༮児ΏさͿられ঱ީ܈」という非常にݥةなো
害をもたらす可能ੑがあります。

それでもٽき止まな
い時は下記のことを
。してみましΐうࢼ
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　キッズランドは、子育て中の方が、情報を交換したり、子育ての೰みを話すなど、親子で楽しく
過ごせる施設です。

　Ωοζランυの利用およͼ子育て૬ஊなどはɺ栄町ެࣜアΧ΢ント -*/& か
Β༧໿できます（Ұ部の日ఔをআく）。ॳめてのํもおܰؾにご利用ください。
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月のཾເͬ子ࠓ

Q　お子さんの名付けエピソードを教えてくださいʂ
A　ʤいろはʥڹきが可Ѫいからというパパの希
望で生まれる前から決まっていました。たまたま
テレビで見たʠ׏ʡのࣈが可Ѫくてઈ対使いたか
ったのと優しくお॔やかな子に育ってほしいと
願い心をつけて׏心にしました。ʤはΏなʥۮવ
にもママˠパパˠ࢞と名前しりとりが完成し次は

ʠはʡから࢝まる名前にしよう。となり৭ʑߟえ
た݁ՌはΏってڹきが可Ѫいʂʠなʡをつけてॊ
らかいイメージにしようという事で心݁にしました。

おうちの人にฉいてみましたʂʂ

いろはいわた

（ྩ࿨̐೥̓月ੜ·Ε）

৺݁ͪΌΜ　ాؠ
はΏな

（ྩ࿨̒೥１月ੜ·Ε）

お
は
な
し
の
く
に

৺ͪΌΜ׏　ాؠ

　いつもニコニコݩ気いっͺいのຓࢥいな࢞の׏
心。ح޷心Ԣ盛でマイペースなຓの心݁。զが家
のおてん͹年子࢞ຓですʂ２人のお気に入りおも
ちΌはドラム � キーϘード。取り合いをしなが
らもԋ૗をしたりマイクでՎったりとϊリϊリで
よく༡んでいます。負けずݏいのຓはサイレンが
ාい࢞の事をंٸٹで௥いかけ回していたりもし
ます・・・。স
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日　時　８月 27 日㈬
　　　　10 時 30 分から 13 時 30 分
受　付　10 時 10 分　
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階大会議室
಺　༰　ϛニߨ話、調理実習
対　象　一ൠ町民
定　員　20 名（申込先着順）
参加費　１人 300 円
持ち物　エプロン、三角ۊ、マスク、
　筆記用具、水分補給用ҿみ物
申込み・問合せ
　８月 20 日㈬まで
　健߁介護課健߁推進班
　☎ 33-7708

日　時　11 月 14 日㈮
受　付　９時 30 分から
開会式　10 時から
ด会式　16 時
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階音楽室①
対　象　60 歳以上の町内在住者
参加費　会員は負担なし
　　　　会員以外は 1,000 円
※キャンセルの場合返金しません
申込み・問合せ
　８月 29 日㈮まで
　栄町さざんかクラブ連合会事務局
　( 福ࢱ・子ども課社会福ࢱ班 )
　☎ 33-7707

日　時　９月３日㈬
受　付　８時から
開会式　　８時 30 分から
開始　９時からٕڝ
ด会式　11 時 30 分
場　所　安食台第一近ྡ公Ԃ
対　象　60 歳以上　町内在住者
参加費　会員は負担なし
　　　　会員以外は 500 円
※Ӎఱ時９月４日㈭
　４日以降もӍの場合は中止
申込み・問合せ
　８月７日㈭まで
　栄町さざんかクラブ連合会事務局
　( 福ࢱ・子ども課社会福ࢱ班 )
　☎ 33-7707 

　広報さかえ７月߸ 17 ページにܝ載
された、「みどりのѪ護ޭ࿑者ࠃ౔交
通大ਉ表彰を受賞」の記事にޡりがご
ざいましたのでగ正いたします。

【గਖ਼಺༰】
前原児童公Ԃ྘化環境クラブ：ޡ
正：前原児童公Ԃ྘花環境クラブ
お࿳びしてగ正いたします。
問合せ　都ࢢ建設課施設؅理班
　　　　☎ 33-7711

　介護৬員ॳ任者ݚ修は、ホームϔル
パー２ڃにかわる資格です。
日　時　９月９日㈫から 10 月 31 日㈮
　　　　ຖ週火・水・金༵日　
　　　　９時 30 分から 18 時ごろ
会　場　ふれあいプラザさかえ
             ３階ࢹ聴֮室ほか
対象者　18 歳以上の方で介護の࢓事
　に関心のある方。ただし、応募多数
　の場合は、次の方を優先します。
①栄町在住の方
②栄町の医療・介護施設に勤務してい
　る方
③栄町の医療・介護施設に勤務༧定の方
費　༻　受ߨྉ 20,000 円・
　　　　テキスト代 6,160 円
※テキスト代は、受ߨ決定後に集金し
　ます。
定　員　12 人
申込み　
　事前に電話༧約の上、８月 26 日㈫
　までに受ߨྉを添えて、栄町健߁介
　護課までお申込みください。
問合せ　健߁介護課地域แׅ支援班
　　　　☎ 33-7709

では̟アラート（災害時などに๷ࠃ　
災ແઢを活用してࠃが఻達するシステ
ム）が正常に動作していることの確認
として఻達ࢼ験を実施します。
日時　８月ࢪ࣮ 20 日㈬
　　　　　11 時ころ
対象区Ҭ　栄町全域
์ૹ಺༰　チャイム音のあとに、「こ
　れは、̟アラートのテストです」を
　３回܁り返して放送されます。
問合せ　くらし安全課災害対ࡦ班　　
　　　　☎ 33-7710

˔Ωϟリアװ༺࠾部（཮・空）　
応募֨ࢿ
　大ଔ以上の者で、応募資格に定めら
れた学部・ઐ߈学Պなどをଔ業後、２
年以上の業務経験のある者
募集期間　10 月 10 日㈮まで
日　（཮）：10ݧࢼ 月 31 日㈮
　（空）：11 月４日㈫から６日㈭
˔ٕ術૤（ւ）
応募֨ࢿ　
　20 歳以上の者でࠃ家໔ڐ資格取得
者など
募集期間　10 月 10 日㈮まで
日　11ݧࢼ 月 10 日 
※֤募集に܎るࢼ験場所やࢼ験Պ目な
　ど、詳細については下記にお問い合
　わせください。
問合せ　自Ӵୂ成田地域事務所
　　　　☎ 22-6275

大ਓのたΊの৯ҭ࠲ߨ
ʙ৯事Ͱ݂౶஋を཈͑ましΐ͏ʙ

　「人 と の コ ϛ ュ ニ έ ー シ ョ ン が ۤ
手・・・」「自分に合った࢓事が見つ
からない」など、一人ひとりの೰みに
Ԋったサポートを心がけています。
日　時　８月 21 日㈭
　　　　13 時から 17 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　２階会議室①
಺　༰　ब࿑相談
対　象　15 歳以上 39 歳までの方ま
　たはその家族 40 歳代の自立（ब࿑）
　に೰みを๊えている方など
૬談料　ແྉ
申込み・問合せ
　電話による事前申込み
　月༵日～金༵日・10 時～ 18 時
　メールや̨̨̣での༧約も可
　　IyTT!IokVToV-TaQoTVte.KQn.oSg
　ち͹北総地域ए者サポートステーション
　☎ 24-7880

৬຿಺༰   総԰総合Ҋ内所 ( 受付、ച
　店など）、஡店 ( ҿ物ൢചなど )、 　
　本נ൛の店、紙の店 ( 紙ࠉき、和本
　੡作など）、細工 w 畳の店 ( 張り子、
　஛細工など） 武家԰ෑ（஡の湯、書
　道など）、೶家（手工芸、畑 w 水田
　のߞ作など）、෩౔記の丘資ྉ館 (
　౔ث w ޯۄ作りなど） で接٬ w 体験
　指ಋが主なお࢓事です。
予定　７名程度༺࠾
賃   金　時給 1,080 円
　　　　（ ౔ w 日 w ॕ日は 1,160 円）
日　随時༺࠾
立๪総のむらݝ຿場所・問合せ　千༿ۈ
　　　　　　　　　☎ 95- 3333

内の主要౷計情報やݝ、民手帳はݝ　
中ԝ・ݝ内主要׭公ி一ཡのほか、֤
町村ผ、月ผの行事などが記載されࢢ
た千༿ݝ౷計協会発行の手帳です。ご
希望の方は、下記までお申込みください。
৭　ࠠ৭・ԫ৭・੺৭
金　額　１࡭ 600 円（税込）
αΠζ　85mm × 145mm
申込み　８月 22 日㈮まで
予໿申込書配෍場所　役場１階受付、
　ふれあいプラザさかえ૭口
申込み・問合せ　
　企画財政課企画広報班
　☎ 33-7773
※申し込まれた方には、納品され次第
　ご連絡いたします。代金は手帳と引
　換えとなります。

栄町հޢ৬һ初೚ऀݚम
डߨੜืूのお஌Βͤ

ࣗӴ׭のืू

���6 ೥൛ݝ民खாのਃࠐΈ

ͪ͹๺૯஍Ҭएऀαポーτ
スςーγϣϯのब࿑૬ஊ

๪૯のΉΒ　スλοϑืू

第 3� 回栄町͟͞Μ͔Ϋϥϒ
連߹会;れѪάϥϯυɾΰϧϑ大会

第 �1 回栄町͟͞Μ͔Ϋϥϒ
連߹会ΧϥΦέൃද会

̟ΞϥーτにΑΔશࠃҰ੪৘ใ
఻達ݧࢼを࣮ࢪしま͢

お࿳ͼͱగਖ਼
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日ؗٳ月のࠓ　
　　

̐日 ɺ11 日 ɺ12 日 
1� 日 ɺ25 日 

　

　町内在住者を対象に町民プールを開
放します。
日　時　８月１日㈮から 20 日㈬
　　　　10 時から 12 時
　　　　13 時から 16 時
場　所　栄町竜角寺台プール
　　　　（竜角寺台小学校ྡ）　　
入場料　ແྉ
஫ҙ߲ࣄ
○ೕ༮児は必ず保護者が付き添ってく
　ださい。（ೕ༮児１名に付き保護者
　１名の付き添いをお願いします。）
○おむつ（༡ӭ用おむつをؚむ）での
　入水は出དྷません。
。ॏ品は֤自で؅理をお願いしますو○
○ఱީにより開放を中止する場合があ
　ります。
○ 90cm を超えるුきྠなどの大ܕ
　༡具、テント、ビーチパラソル、イ
　ス、シュϊーέル、足ひれ、水鉄๒
　などの他人の໎࿭となる༡具の࣋ち
　込みはې止とします。
○その他、ࢹ؂員の指示にैって利用
　してください。
※詳細は町ホームページをご確認くだ
　さい。
問合せ　生涯学習課スポーツ振興班
　　　　☎ 95-1112

日　時　８月 30 日​
　　　　10 時から 12 時
※গӍ決行
場　所　栄町竜角寺台プール
　　　　（竜角寺台小学校ྡ）　　
対　象　小学生５年生以上の方
　　　　※小学生は保護者同൐
参加費　300 円
　　　　（保ݥ代として）
※教室当日受付にてお支෷いください。
申込み　８月 16 日​まで
問合せ　生涯学習課スポーツ振興班
　　　　☎ 95-1112

～栄町に影をམとしたઓ૪を振り返
り、平和をいのる～
期　間　８月 15 日㈮から９月 14 日㈰
会　場　ふれあいプラザさかえ　
　　　　ふれあいセンター１階ロビー
಺　༰　
　○全ࠃ的に希গなྵ式ઓಆػのプロペラ
　○௢མした̗ 29 の破ย
　○ઓंߺのࠟ੻
　○安食๷空ࢹ؂঍　など
問合せ　生涯学習課文化財班
　　　　☎ 95-1112

　
　おࣳ居に関わるさまざまな分野をή
ーム֮ײで楽しめるワークショップで
す。どなた様も気ܰにごࢀ加ください。
日　時　８月 30 日​
　　　　13 時 30 分から 17 時
受　付　13 時開࢝
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階音楽室①
参加費　ແྉ（要事前申込）
ओ　࠵　ܶ団かたかな ( )
式会社キルトג　࠵　ڞ
後　援　栄町教育委員会
問合せ　ܶ団事務局
　　　　☎ 050-7112-5776

日　時　８月 23 日​
　　　　11 時から 11 時 30 分
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階音楽室①　　
対　象　༮児から小学校௿学年まで
入場料　ແྉ
申込み　当日会場にて
問合せ　生涯学習課社会教育班
　　　　☎ 95-1112

の備えにͭいて学΅う֐ࡂ①
日　時　９月９日㈫
　　　　10 時から 12 時
場　所　竜角寺台コϛュニティホール
定　員　10 組

②ೆέٰに行ͬてみよう
日　時　９月 25 日㈭
　　　　10 時から 12 時
場　所　南έ丘集会所
定　員　10 組
　　　　　　　　　　　▲ LINE ༧約
受付開始　①②ともに栄町公式 LINE
　にて８月 1 日から
問合せ　こども家ఉセンター
　　　　☎ 37-7185
※֤回ともに定員に達し次第受付終了

　༮児期からの規則正しい食生活とৎ
夫なࣃでΏっくりかむことへの習׳作
りをすすめるため「かむ子・のびる子・
かみかみห当～作品߁気な子」～健ݩ
を募集します。

応募ݝ　֨ࢿ内在住・在勤・在学のかた
応募方法　応募用紙と完成したおห当
　の写真をメールまたは郵送にて提出
申込み　９月 10 日㈬まで
問合せ・応募ઌ
　○メールの場合
　　JnGo!cIJCa-EIa.oS.KQ
　○郵送の場合　
　　˟ 261-0002
　　千༿ࢢ美඿区新ߓ 32-17　
　　千༿ݝ口ߢ保健センター内
　　（社）千༿ࣃݝՊӴ生士会

開࠵日時　８月７日㈭、８月 21 日㈭
会　場　千༿ݝ動物Ѫ護センター 
       　 　( ෋里ࢢ御ྉ 709-1)
受　付　９時から９時 30 分 
ମ　９　ݧ時 30 分から 11 時 30 分 
参加対象　小学校４年生から６年生　
　までの児童とその保護者 
定　員　֤日８組まで（先着順） 
受付期間　８月 1 日㈮９時から
　　　　　֤日定員に達する຦ 
಺　༰　(1) 動物Ѫ護センター施設見学など
　　　   (2) いのちの教室
受付方法　電話にて受付
　平日８時 30 分から 17 時 15 分຦
問合せ
　千༿ݝ動物Ѫ護センター
　☎ 93-5711
　

町民ϓーϧのҰൠ։์

ʮऴઓ � 栄町に͞࢒れた௺ࠟ �ʯ
町੍ࢪ行 7� प೥ه೦

͸ͬͽ͌ϧーϜ

ΧψーࢀࣨڭՃऀืू

Նのお͸ͳし会

ň͔Ή子ɾのͼΔ子ɾؾݩͳ
子ŉ ྉཧίϯΫーϧ࡞඼ืू

ྩ࿨７೥౓ՆٳΈ਌子ͰֶͿ
ಈ෺Ѫޢηϯλーの։࠵にͭいて

ܶஂ͔た͔ͳʢ�ʣϫーΫγϣο
ϓʙΠούΠʂϠϦλΠʂΦγό
Πʂʙ

͔ͬ͜
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今
月
の
移
動
交
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開
設
日

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

※事件・事ނの発生や気象条件などにより変更にな
　る場合がございます。
※詳細は、֤ 。察ॺの地域課へお問い合わせくださいܯ

　社会福ࢱ協議会では、在宅介護の家
族支援、高齢者の移動手段の確保、一
人฻らし高齢者の見कりなどを地域の
Ϙランティアの力をआりて実施してい
ます。
　これらの活動は、会員の皆様からの
会費、دෟ・募金を財ݯとして࿫われ
ています。
　住みやすい地域づくりのために皆様
のご加入をお願いいたします。
　町内の֤事業者様にはຖ年会員加入
をお願いしています。ݱ在会員になっ
ていない法人・商店・団体、個人など
の皆様におかれましても、地域福ࢱの
向上のため、ご理解とご協力をお願い
いたします。

①賛助会員　一口　1,000 円

②ಛผ会員　一口　5,000 円

申込み・問合せ
　社会福ࢱ協議会　☎ 95-1100

;れ͋いϓϥβ͔͑͞

７日㈭・20 日㈬ ９時 30 分から 11 時まで

26 日㈫ 13 時 30 分から 15 時まで

͔͞ͳおίϛϡχςΟηϯλー

24 日㈰ ９時 30 分から 11 時まで

８日㈮・19 日㈫ 13 時 30 分から 15 時まで

๪૯のΉΒʢೖ৔໳લʣ

14 日㈭ ９時 30 分から 11 時まで

１日㈮・22 日㈮ 13 時 30 分から 15 時まで

+"੢印旛౦部ࢧళ

18 日  10 時から 11 時 30 分まで

　「○○の点検です」と๚問し、࠷ॳは安Ձな代金で信
用させ、次ʑにผの商品や工事をܖ約させてしまうトラ
ブルです。
例ࣄ
①ಥવ「ഉ水؅の点検をしませんか」と๚問され、「か
　なり汚れていますね。今ならお得に洗浄できます。Ӎ
　ඉのごみもサービスできれいにしますよ」とݴわれ、
　とても親切で代金が安Ձなので信用してཔんだ。しか
　し「このまま放置しておくと家がだめになります。今
　がチャンス」とݴわれ高額なഉ水設備工事のܖ約をし
　た。よくよくߟえると本当に必要な工事なのか心配に
　なった。解約したい。
②「布団のແྉ点検にདྷました」と๚問され「布団が࣪
　っていて健߁にѱい」とݴわれ、ׯさなくてもいい布
　団や࣓気マット、ס૩シーツなどを次ʑとܖ約させら
　れた。高額になってしまい支෷いができなくなってい
　る。Կとか解約できないか。
解ܾࡦ
①の場合
約日（書類受ྖ日）から８日間はクーリング・オフܖ　
　ができます。
　期間が過͗てもあきらめないでご相談ください。
②の場合
　クーリング・オフ期間が過͗ていても、セールストー
　クに問୊があるときには、支෷いఀ止の抗ห事由をも
　とに、支෷いをఀ止する事ができます。
　
　いずれの例も、Կか変だなとࢥったら、一刻もૣく、
消費者相談をご利用ください。ૣ期相談、ૣ期解決ʂ
஫ҙ報ٸۓ˒
　給湯ث点検交換、電気の分電൫の点検交換などのק༠
トラブルが多発しています。法定点検を૷うѱ࣭事業者
もいます。お気を付けください。

๚問ൢ売トラϒϧに஫ҙ

よせられた善意よせられた善意

町΁
˓;るさと応援دෟ金（６月受付分）
　ಗ名（60 件） 　　1,739,000 円

ࣾ会෱ࢱ協議会΁（６月受付分）
˓一ൠدෟ金ɹ
　たすけあいネットワーク　20,000 円

（敬শུ）

૬ஊ日࣌
12 日 ɾ19 日 ɾ26 日 

（9 ࣌ �0 ෼ʙ 12 ࣌ �1� ʙ࣌ 15 （࣌

˔栄町ফඅੜ׆૬ஊһ͔ΒのϫϯϙΠϯτΞυόΠε

栄町社会福祉協議会の
賛助会員・特別会員を
募集しています！
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"VHVTU"VHVTU
20252025 ̔月̔月

１ 金
町民プール一ൠ開放（20 日㈬まで）【P.25】

２ ౔ Ώかたまつり（３日㈰まで）【P.15】

３ 日

４ 月 ふれプラ・ドラムの里ٳ館日

５ 火
５歳児健߁診査【P.22】

６ 水

７ 木
はみがきレッスン【P.22】
すこやかタイム【P.23】

８ 金
はっͽ͌ルーム

９ ౔
౔༵開ி日
おはなしのくに【P.23】

10 日

11 月
ふれプラٳ館日

（山の日）

12 火
ふれプラ・ドラムの里ٳ館日

13 水

14 木

15 金

16 ౔ ೛活・プレコンセプションέア相談【P.22】

17 日

18 月
ふれプラ・ドラムの里ٳ館日

19 火 ３・４か月ೕ児相談【P.22】

20 水

21 木

22 金

23 ౔
Նのおはなし会【P.25】
౔༵開ி業務ٳ止

24 日

25 月
ふれプラ・ドラムの里ٳ館日

26 火

27 水
大人のための食育ߨ座【P.24】

28 木
２歳児ࣃՊ健߁診査【P.22】
２歳൒児ࣃՊ健߁診査【P.22】

29 金
はっͽ͌ルーム

30 ౔

わくわくタイム【P.23】
ܶ団かたかな（）ワークショップ～イッパイʂ
Ϡリタイʂオシバイʂ～【P.25】
カψー教室【P.25】

31 日

栄町朗読ไ࢓会のご協力により、
目の不自由な方に音声の「広報さ
かえ」をおಧけしています。
社会福ࢱ協議会☎ 95-1100

੠の޿報
（$%）

˔֤छ૬ஊ

৽खଓ͖ߋೝఆޢ月のೲ෇ཁհࠓ

　要介護認定の有ޮ期限が
９月末日の方は、８月１日
㈮から申請ができます。
　๨れずに更新申請をして
ください。
健߁介護課　☎ 33-7709

町・ݝ民税・・・・・２期    
税・・・２期ݥ保߁民健ࠃ
後期高齢者医療保ݥྉ２期
介護保ݥྉ・・・・・２期
　　
　　納期限　９月１日 

　ຖ月第２・第４౔༵日に֤
छ証明書を交付しています。

（ॕ日・年末年࢝を除く。）
８時 30 分～ 17 時 15 分

　　税務課　☎ 33-7703
　　住民課　☎ 33-7704

౔༵開ி ਓޱͱੈଳ

人口 19,496 人 （-2）
男 9,611 人 （-3）
ঁ 9,885 人 (+1)

世帯数 9,392 世帯 （+30）

７月１日ݱ在（前月ൺ）

૬ஊ໊ 日　࣌ 会　৔ ໰߹ͤ

人権・行政相談
４日 
13 時 30 分から 16 時まで

終受付࠷） 15 時）

役場３階
第２会議室

くらし安全課
☎ 33-7710

心の相談
（事前༧約）

ຖ週火༵日※ 12 日㈫はٳみ
10 時 15 分から 12 時まで
※ 45 分で２࿮受付

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室 いん͹ো害者

相談センター
☎ 99-2501デイέアクラブ

「ほっとする～」
（事前༧約）

１日㈮
ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

消費生活相談
12 日㈫・19 日㈫・26 日㈫
９時 30 分から 12 時まで /
13 時から 15 時まで（࠷終受付）

受付
役場４階
経済環境課

経済環境課
☎ 33-7713

教育相談
ຖ週火・金༵日
※ 12 日㈫はٳみ
10 時から 15 時まで

ふれあいプラザ
さかえ２階
Ώうがく館

教育支援センター
☎ 80-1520

法書士相談࢘
（事前༧約）

13 日㈬
18 時から 19 時 30 分まで

ふれあいプラザ
さかえ２階
和室①

社会福ࢱ協議会
☎ 95-1100

ふれあい相談
（心配ごと相談）

20 日㈬
13 時から 16 時まで

役場２階
社会福ࢱ協議会

法律相談
（事前༧約）

28 日㈭
13 時 30 分から 16 時まで

役場２階
社会福ࢱ協議会

認知঱カフェ
オレンジサロン

15 日㈮　
10 時 30 分から 12 時まで
※どなたでもࢀ加いただけます

ふれあいプラザ
さかえ１階
ロビー

健߁介護課
☎ 33-7709

生活困ځ出張相談
8 日㈮・22 日㈮
９時 30 分から 16 時まで

役場１階
第１会議室

さかえ・しすいワークラ
イフ・サポートセンター

☎ 043-308-6332

不動産相談
19 日㈫
10 時から 12 時まで
( 終受付࠷ 11 時 30 分）

役場３階
第２会議室

企画財政課
☎ 33-7773

交通事ނ相談
（事前にお問合せく

ださい）

౔༵・日༵・ॕ日および年末年
を除く　９時から࢝ 12 時まで
13 時から 16 時 30 分まで

千༿ݝி
本ிࣷ２階

千༿ݝ交通事ނ相談所

☎ 043-223-2264

　ۙྡのओなٸٹපӃ
北総栄病院☎ 95-6811・成田੺ेࣈ病院☎ 22-2311・成田病院☎ 22-1500
日本医Պ大学千༿北総病院☎ 99-1111・成田෋里ಙऱ会病院☎ 93-1001
ҹ西総合病院☎ ☎大学成田病院ࢱ際医療福ࠃ・33-3000 35-5600
※診療時間・診療Պ目は、直接病院にお問い合わせください。

͸਍ྍऴྃのؒ࣌ɾ໷ؒ਍ྍ　ʢड෇ٸٹ日のٳ˔ 1� ෼લまͰʣ

　印旛ࢢ郡খࣇॳٸظප਍ྍॴὸ （؅理センター内߁健ࢢ倉ࠤ）043-485-3355

　੒ాٸප਍ྍॴὸ 27-1116（成田ࢢ保健福ࢱ館ෑ地内）
਍ྍՊ໨ ਍　ྍ　日 ਍ྍؒ࣌

小児Պ・内Պ

ຖ日 19 時～ 23 時

日༵日・ॕ日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～ཌ年１月３日

10 時～ 17 時

外　Պ
日༵日・ॕ日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～ཌ年１月３日

10 時～ 17 時

Պ　ࣃ
ॕ日（日༵日は除く）・振替ٳ日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～ཌ年１月３日

10 時～ 17 時

਍ྍՊ໨ ਍　ྍ　日 ਍ྍؒ࣌

小児Պ
（15 歳以下）

月༵日～౔༵日 19 時～ 23 時

日༵日・ॕ日
12 月 29 日～ཌ年１月３日

９時～ 17 時
19 時～ 23 時

˔千葉県ٸٹ安৺ి࿩૬ஊ
　　夜間ຖ日　18 時～ཌ朝８時　☎ˌ （帯電話・プッシュ回ઢܞ）7119
　03-6810-1636（ダイϠル回ઢ）
˔͜ど΋ిٸٹ࿩૬ஊ
　　夜間ຖ日　19 時～ཌ朝８時　☎ˌ （帯電話・プッシュ回ઢܞ）8000
　043-242-9939（ダイϠル回ઢ）
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成
田
空
ߓ
の
更
な
る
機
能
ڧ

化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
成
田
国

際
空
ߓ
ג
ࣜ
会
社
が
中
心
と
な

り
、
新
滑
૸
࿏
の
本
格
工
事
に

向
け
た
準
උ
が
進
め
ら
れ
、
去

る
５
月
25
日
に
、
̣
̖
̖
本
社

に
て
工
事
の
着
工
ࣜ
が
ࣥ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
格
着
工
は
、
空
ߓ
自

体
の
機
能
ڧ
化
、
更
に
は
地
域

に
お
け
る
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ỹ

構
૝
実
現
に
向
け
て
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
、
空
ߓ
機

能
ڧ
化
を
踏
ま
え
た
ま
ち
ͮ
く

り
に
つ
い
て
、
よ
り
一
૚
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
出
ਫ
期
を
ܴ
え
る

に
あ
た
り
、
災
害
時
に
万
全
を

期
す
た
め
、
୆
෩
等
に
よ
る
෩

ਫ
害
を
૝
定
し
、
職
員
に
よ
る

災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
を
６

月
30
日
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
に
よ
り
、
෩
ਫ
害

に
対
す
る
事
前
の
උ
え
や
災
害

発
生
後
の
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応
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て
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災

害
対
策
本
部
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を
中
心
に
全
庁

体
制
で
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し
、
必
要
な
対
策

を
講
じ
て
い
く
も
の
で
す
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ら
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を
取
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ま
と
め
、
国
に
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し
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出
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て
い
ま
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。

　

本
年
度
、
本
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、
地
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民
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い
る
地
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に
よ
っ
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、
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か
ら
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れ
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さ
ら
に
、
町
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員
の
優
秀
な

人
ࡐ
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と
ଞ
の
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体
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出
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今
後
も
、
国
や
県
に
対
し
、

町
が
๊
え
る
様
々
な
財
政
上
の

課
題
な
ど
を
踏
ま
え
て
積
ۃ
的

に
要
๬
を
行
い
、
財
ݯ
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
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栄
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３
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、
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日
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県
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で
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施
さ
れ
た
、
第
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関
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中
学
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ൈ
୎
球
大
会
に
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い
て
、
予
選
リ
ー
グ
を
３
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全
勝
１
位
で
勝
ち
上
が
り
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
優
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と
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う
ً
か
し
い
成
੷
を
収
め
ま
し
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。

　

ま
た
、
去
る
３
月
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、
30
日

に
෋
山
県
෋
山
市
で
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さ
れ

た
第
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回
全
国
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学
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戦
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決
勝
ト
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メ
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に
コ
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を

進
め
、
初
戦
で
力
お
よ
ば
ず
੯

ഊ
し
ま
し
た
が
、
全
国
ベ
ス
ト

16
と
い
う
高
成
੷
を
収
め
ま
し

た
。

ҹ
Ꮮ
日
ҩ
େ
࿏
ઢ
定
期
ӡ
ߦ
ό

ε
の
࣮
ূ
࣮
ݧ
の
։
࢝
に
ͭ
い
て

　
ࡢ
年
開
通
し
ま
し
た
県
道
鎌

ケ
谷
本
埜
線
バ
イ
パ
ス
の
利
便

性
を
生
か
し
、
定
期
運
行
バ
ス

の
実
証
実
験
を
本
年
７
月
１
日

よ
り
開
࢝
い
た
し
ま
す
。

　

区
間
は
、
安
食
Ӻ
か
ら
北
総

మ
道
印
旛
日
本
医
大
Ӻ
を
経
由

し
、
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総

ප
院
ま
で
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
通
院
な
ど
の

交
通
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、
北
総
మ
道
利
用
者
の

移
動
手
ஈ
も
確
保
す
る
こ
と

で
、
町
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ϫ

ー
ク
の
ڧ
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

栄
町
ফ
๷
操
法
େ
会
に
ͭ
い
て

　

来
る
６
月
21
日
、「
令
和
７

年
度
栄
町
消
防
操
法
大
会
」

を
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

駐
車
場
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

大
会
に
は
ポ
ン
プ
車
の
部
に

は
６
ୂ
、
そ
し
て
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
に
は
７
ୂ
が
出
場
予
定

で
す
。

　

大
会
当
日
は
、
少
年
消
防
団

に
よ
る
軽
可
搬(

け
い
か
は
ん)

ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
ੋ
ඇ
、
大
会
会
場
に
ご

来
場
の
う
え
、
応
援
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
第
２
回
定
ྫ
会
（
６
月
議
会
）
が
、
６
月
３
日
か

ら
13
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
ྫ
会
に
は
、
人
権
༴
護
委
員
の
推
ન
、
監
査
委
員
の
選

任
、
固
定
資
産
ධ
Ձ
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
教
育
委
員
会

委
員
の
任
໋
な
ど
の
人
事
案
݅
４
݅
を
は
じ
め
、
৚
ྫ
の
一
部

改
正
、
２
会
計
の
補
正
予
算
、
発
議
案
な
ど
合
わ
せ
て
、
15
݅

の
議
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
ྫ
会
に
お
け
る
一
ൠ
࣭
問
は
８
໊
、
๣
ௌ
者
は

Ԇ
べ
32
໊
で
し
た
。

ڮ
ຊ
町
௕
の
ߦ
੓
ใ
ࠂ

Ϋ
ồ
Ϧ
ン
ά
γ
ỻ
ル
λ
ồ
の
ઃ

ஔ
に
ͭ
い
て

　

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

は
、
４
月
23
日
か
ら
10
月
22
日

ま
で
の
期
間
中
「
೤
中
঱
特
別

警
ռ
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表
さ
れ

た
場
合
に
開
放
す
る
施
設
で
す
。

　

現
在
、
公
共
施
設
で
は
、
栄

町
役
場
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ

か
え
、
ド
ラ
ム
の
里
の
３
か

所
、
民
間
施
設
で
は
、
町
と
の

協
定
に
よ
り
安
食
郵
便
ہ
、
栄

安
食
郵
便
ہ
、
安
食
Ӻ
前
郵
便

ہ
、
西
印
旛
農
業
協
同
組
合
౦

部
支
店
、
ג
ࣜ
会
社
ナ
リ
タ
Ϡ

安
食
店
の
５
か
所
、
計
８
か
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
୭
で
も
自

由
に
ྋ
を
と
れ
る
施
設
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ੋ
ඇ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
後
も
、
民
間
商
業

施
設
等
と
連
携
を
ڧ
化
し
、
更

な
る
設
置
の
促
進
に
౒
め
て
ま

い
り
ま
す
。

※
こ
の
行
政
報
告
は
６
月
３
日

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
現
時
点

の
状
況
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ࢾ
問
ୈ
̍
߸
　
　
　
શ
һ
ࢍ
成

　
人
ݖ
༴
ޢ
ҕ
һ
の
ਪ
ન
に
ͭ

き
ҙ
見
を
求
Ί
る
͜
と
に
ͭ
い
て

　

現
委
員
の
任
期
満
ྃ
に
伴
い

い
、
後
任
委
員
の
ީ
補
者
を
法

務
大
ਉ
に
推
ન
す
べ
く
、
議
会

の
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

ദ
໦　

৳
治　

ࢯ

ٞ

Ҋ

৹

ٞ
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提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
ト
イ

レ
カ
ー
を
ߪ
入
す
る
も
の
で

す
。

ൃ
ٞ
Ҋ
ୈ
̍
߸
　  

શ
һ
ࢍ
成

　
ٛ
຿
ڭ
ҭ
費
ࠃ
ݿ
ෛ
୲
੍
౓

の
ݎ
࣋
に
ؔ
す
る
ҙ
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
21
世
ل
の

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
責
任
を

持
つ
と
と
も
に
、
教
育
ਫ
準
の

ҡ
持
向
上
と
地
方
財
政
の
安
定

を
は
か
る
た
め
、
義
務
教
育
費

国
ݿ
ෛ
୲
制
度
を
ݎ
持
す
る
よ

う
ڧ
く
求
め
る
も
の
で
す
。

ൃ
ٞ
Ҋ
ୈ
̎
߸   

શ
һ
ࢍ
成

　
ࠃ
に
͓
͚
る
ྩ
࿨
̔
年
౓
ڭ

ҭ
༧
ࢉ
֦
ॆ
に
ؔ
す
る
ҙ
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
教
育
が
未

来
へ
の
先
行
౤
資
で
あ
り
、
日

本
の
未
来
を
୲
う
子
供
た
ち
に

े
分
な
教
育
を
保
障
す
る
こ
と

が
国
民
の
共
通
し
た
使
໋
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
さ
れ
、
必
要

な
教
育
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

を
ڧ
く
要
๬
す
る
も
の
で
す
。

ใ
ࠂ
ୈ
̍
߸

　
ઐ
ܾ
ॲ
෼
の
ใ
ࠂ
に
ͭ
い
て

　

令
和
７
年
３
月
26
日
に
発
生

し
た
物
ଛ
事
故
の
和
解
ٴ
び
ଛ

害
ഛ
ঈ
の
額
を
定
め
る
ઐ
決
ॲ

分
に
つ
い
て
、
議
会
に
報
告
す

る
も
の
で
す
。

ใ
ࠂ
ୈ
̎
߸

　
ܧ
ଓ
費
܁
ӽ
ܭ
ࢉ
書
に
ͭ
い
て

　

令
和
６
年
度
栄
町
一
ൠ
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
第
２
৚

に
よ
り
定
め
た
ܧ
続
費
の
令
和

６
年
度
年
ׂ
額
に
係
る
歳
出
予

算
の
経
費
の
金
額
の
う
ち
、
支

出
を
終
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
に

つ
い
て
చ
次
܁
ӽ
を
し
た
の

で
、
議
会
に
報
告
す
る
も
の
で

す
。

ใ
ࠂ
ୈ
̏
߸

　
܁
ӽ
໌
ڐ
費
܁
ӽ
ܭ
ࢉ
書
に

ͭ
い
て

　

令
和
６
年
度
栄
町
一
ൠ
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
第
３

৚
、
同
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）
第
２
৚
お
よ
び
同
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）
第
３
৚
に

よ
り
定
め
た
܁
ӽ
明
ڐ
費
に
つ

い
て
、
翌
年
度
に
܁
り
ӽ
し
を

し
た
の
で
、
議
会
に
報
告
す
る

も
の
で
す
。

ใ
ࠂ
ୈ
̐
߸

　
Լ
ਫ
ಓ
事
業
会
ܭ
༧
ࢉ
の
܁

ӽ
ܭ
ࢉ
書
に
ͭ
い
て

　

令
和
６
年
度
栄
町
下
ਫ
道
事

業
会
計
予
算
に
定
め
る
栄
町
終

末
ॲ
理
場
管
理
本
ؗ
଱
਒
補
ڧ

工
事
に
要
す
る
経
費
の
金
額
に

つ
い
て
、
翌
年
度
に
܁
り
ӽ
し

を
し
た
の
で
、
議
会
に
報
告
す

る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

∁
ഡ
　
ॳ
ࢬ

問
　
栄
町
の
ෆ
ొ
ߍ
の
要
Ҽ

は
ỏ
ࠃ
と
ൺ
΂
て
ど
の
よ
͏
な

܏
޲
が
͋
る
͔
。
ま
ͨ
ỏ
ෆ
ొ

ߍ
に
適
੾
な
対
Ԡ
を
す
る
ͨ
Ί
ỏ

ؔ
܎
者
΁
の
ௐ
ࠪ
を
͠
て
は
ど

͏
͔
。
ڭ
৬
һ
の
ෆ
ొ
ߍ
΁
の

対
Ԡ
ྗ
を
޲
上
͞
せ
る
に
は
ỏ

ど
の
よ
͏
な
ߦ
動
を
と
る
͜
と

が
༗
ޮ
と
ߟ
え
て
い
る
͔
。

ٞ
Ҋ
ୈ
̍
߸
　
　
　
શ
һ
ࢍ
成

　
ઐ
ܾ
ॲ
෼
を
ใ
ࠂ
͠
ঝ
認
を

求
Ί
る
͜
と
に
ͭ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
栄
町
税
৚
ྫ
の
一
部
を

ઐ
決
ॲ
分
に
よ
り
改
正
し
た
も

の
で
す
。

ٞ
Ҋ
ୈ
̎
߸
　
　
　
શ
һ
ࢍ
成

　
ઐ
ܾ
ॲ
෼
を
ใ
ࠂ
͠
ঝ
認
を

求
Ί
る
͜
と
に
ͭ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
栄
町
都
市
計
画
税
৚
ྫ

の
一
部
を
ઐ
決
ॲ
分
に
よ
り
改

正
し
た
も
の
で
す
。

ٞ
Ҋ
ୈ
̏
߸
　
　
　
શ
һ
ࢍ
成

　
ઐ
ܾ
ॲ
෼
を
ใ
ࠂ
͠
ঝ
認
を

求
Ί
る
͜
と
に
ͭ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
ٴ
び
国
有

資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
法

施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

栄
町
国
民
健
康
保
険
税
৚
ྫ
の

一
部
を
ઐ
決
ॲ
分
に
よ
り
改
正

し
た
も
の
で
す
。

ٞ
Ҋ
ୈ
̐
߸
　
　
　
શ
һ
ࢍ
成

　
ઐ
ܾ
ॲ
෼
を
ใ
ࠂ
͠
ঝ
認
を

求
Ί
る
͜
と
に
ͭ
い
て

　

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の

೿
ݣ
等
に
関
す
る
৚
ྫ
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
公
益
的
法
人
等

へ
の
職
員
の
೿
ݣ
等
に
関
す
る

৚
ྫ
の
一
部
を
ઐ
決
ॲ
分
に
よ

り
改
正
し
た
も
の
で
す
。

ٞ
Ҋ
ୈ
̑
߸
　
　
　
શ
һ
ࢍ
成

　
栄
町
؂
ࠪ
ҕ
һ
の
બ
任
に
ͭ

い
て

　

識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か

ら
選
任
さ
れ
た
栄
町
監
査
委
員

の
任
期
満
ྃ
に
伴
い
、
同
ࢯ
を

を
再
任
す
べ
く
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。　
　
　

　
　
　
　
　

山
本　

ത
　ٱ

ࢯ

ٞ
Ҋ
ୈ
̒
߸
　
　
　
શ
һ
ࢍ
成

　
栄
町
固
定
資
産
ධ
Ձ
৹
ࠪ
ҕ

һ
会
ҕ
һ
の
બ
任
に
ͭ
い
て

　

現
委
員
の
任
期
満
ྃ
に
伴

い
、
同
ࢯ
を
再
任
す
べ
く
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　

ླ
໦　

ษ　

ࢯ

ٞ
Ҋ
ୈ
̓
߸
　
　
　
શ
һ
ࢍ
成

　
栄
町
ڭ
ҭ
ҕ
һ
会
ҕ
һ
の
任

໋
に
ͭ
い
て

　

現
委
員
の
任
期
満
ྃ
に
伴

い
、
同
ࢯ
を
再
任
す
べ
く
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　

ᖛ
田　

߳
ಸ　

ࢯ

ٞ
Ҋ
ୈ
̔
߸
　
　
　
ࢍ
成
ଟ
਺

　
ྩ
࿨
̓
年
౓
栄
町
Ұ
ൠ
会
ܭ

補
正
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̍
߸
Ờ

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ͧ
れ
６
ԯ
３

，
９
４
８
万
４
千
円
を
増
額
し
、

総
額
91
Ա
６
，
０
４
８
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
国
ݿ

支
出
金
、
財
政
調
੔
基
金
܁
入

金
、
町
࠴
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。
歳
出
で
は
、
定
額
減
税
補

଍
給
付
事
業
、
道
࿏
舗
૷
म
સ

事
業
、
前
新
田
地
区
町
道
新
設

事
業
、
小
学
校
ආ
೉
所
空
調
設

උ
設
置
事
業
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

ٞ
Ҋ
ୈ
̕
߸
　
　
　
શ
һ
ࢍ
成

　
ྩ
࿨
̓
年
౓
栄
町
Լ
ਫ
ಓ
事

業
会
ܭ
補
正
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̍
߸
Ờ

　

第
３
৚
予
算
の
収
益
的

支
出
の
予
定
額
を
５
Ա
９
，

８
７
８
万
２
千
円
に
補
正
す
る

と
と
も
に
、
第
４
৚
予
算
の
資

本
的
収
入
の
予
定
額
を
５
Ա
１

，
１
６
６
万
１
千
円
に
、
資
本

的
支
出
の
予
定
額
を
６
ԯ
２
，

９
３
２
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
ܧ
続
費
の
௥
加
お
よ

び
ى
࠴
の
限
度
額
に
つ
い
て
も

補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
の
内
༰
は
、
収
益
的
支

出
に
お
い
て
、
営
業
費
用
の
増

額
、
資
本
的
支
出
に
お
い
て
、

建
設
改
ྑ
費
の
増
額
、
資
本
的

収
入
に
お
い
て
、
公
共
下
ਫ
道

事
業
࠴
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

ٞ
Ҋ
ୈ
10
߸
　
　 

ࢍ
成
ଟ
਺

　
特
別
৬
の
৬
һ
Ͱ
ඇ
ৗ
ۈ
の

΋
の
の
ใ
ु
ٴ
ͼ
費
用
ห
ঈ
に

ؔ
す
る
৚
ྫ
の
Ұ
部
を
վ
正
す

る
৚
ྫ

　

国
会
議
員
の
選
ڍ
等
の
ࣥ
行

経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の

改
正
を
踏
ま
え
、
選
ڍ
長
等
の

報
ु
額
を
同
法
に
定
め
る
基
準

額
ま
で
引
き
上
げ
る
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

ٞ
Ҋ
ୈ
11
߸ 

　
　
ࢍ
成
ଟ
਺

　
ྩ
࿨
̓
年
౓
栄
町
Ұ
ൠ
会
ܭ

補
正
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̎
߸
Ờ

歳
入
歳
出
そ
れ
ͧ
れ
19
万
円
を

増
額
し
、
総
額
91
Ա
６
，
０
６

７
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
選
ڍ
委
ୗ
金
に
よ
る
も

の
で
す
。
歳
出
で
は
、
選
ڍ
管

理
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

ٞ
Ҋ
ୈ
12
߸
　   

ࢍ
成
ଟ
਺

　
ࡒ
産
の
औ
ಘ
に
ͭ
い
て

　

指
定
ආ
೉
所
や
様
々
な
ඃ
災

場
所
で
շ
適
な
ト
イ
レ
環
境
を

ொ
੓
の
こ
こ
͕
஌
Γ
ͨ
͍

　
　

Ұ  

ൠ  

࣭  

問

ෆ
ొ
ߍ
の
児
童
・
ੜ
ె
の
࣮

ଶ
と
対
ࡦ
に
ͭ
い
て
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౴　

令
和
５
年
度
児
童
生
徒
の

問
題
行
動
・
不
ొ
校
等
生
徒
指

導
上
の
ॾ
課
題
に
関
す
る
調
査

結
果
を
見
る
と
、
最
も
ଟ
い
要

Ҽ
は
国
の
調
査
と
同
様
で
「
学

校
生
活
に
対
し
て
や
る
気
が
出

な
い
等
の
相
談
が
あ
っ
た
」
と

い
う
回
౴
で
約
36
ˋ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
の
調
査
で
は
、「
不

安
・
抑
う
つ
」
が
23
⁒
１
ˋ
と

２
番
目
、「
生
活
リ
ζ
ム
の
不

調
」
が
23
ˋ
と
３
番
目
の
要
Ҽ

で
あ
っ
た
。

　

栄
町
で
は
「
生
活
リ
ζ
ム
の

不
調
」
が
約
16
ˋ
で
２
番
目
、

「
学
業
不
振
」
が
約
10
ˋ
で
３

番
目
の
要
Ҽ
で
あ
っ
た
。

　

国
の
調
査
で
２
番
目
に
ଟ
い

「
不
安
・
抑
う
つ
」
は
、
栄
町

で
は
少
数
回
౴
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
ଞ
回
౴
は
、
２
～
６
ˋ

と
少
数
で
あ
る
が
ଟ
ذ
に
わ
た

っ
て
い
る
。

　

不
ొ
校
の
児
童
生
徒
へ
の
対

応
は
、
個
々
の
不
安
や
೰
み
に

ஸ
ೡ
に
د
り
添
い
な
が
ら
受
༰

し
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
ر
๬

を
持
た
せ
る
た
め
の
働
き
か
け

を
組
৫
体
制
で
進
め
て
い
く
こ

と
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

不
ొ
校
の
関
係
者
調
査
に
つ

い
て
は
、
そ
の
原
Ҽ
や
എ
ܠ
が

ଟ
ذ
に
わ
た
る
こ
と
、
そ
の
対

応
も
े
人
े
৭
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
調
査
の
在
り
方
、
内
༰
な

ど
৻
重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

教
職
員
の
不
ొ
校
へ
の
対
応

力
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
個
々

の
学
び
を
保
証
す
る
分
か
り
や

す
い
त
業
の
工
෉
と
学
級
・
ϗ

ー
ム
ル
ー
ム
が
安
心
し
て
楽
し

く
過
ご
せ
る
ง
ғ
気
に
な
る
よ

う
な
居
場
所
ͮ
く
り
・
集
団
作

り
な
ど
が
あ
る
。

　

不
ొ
校
に
は
様
々
な
要
Ҽ
が

あ
り
、
そ
の
対
応
も
千
差
万
別

で
あ
る
が
Ώ
え
に
教
職
員
の
経

験
や
力
量
が
大
き
く
関
係
し
て

く
る
。

　

不
ొ
校
対
応
を
よ
り
ॆ
実
さ

せ
る
た
め
に
は
、
学
校
管
理
職

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
児
童
相
談
所
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
対

応
し
て
い
く
中
で
、
知
識
や
経

験
を
積
み
重
ね
、
教
職
員
の
不

ొ
校
対
応
へ
の
資
࣭
や
能
力
を

向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

େ
໺
　
ప
෉

問
　
ফ
๷
ஂ
ҡ
࣋
΁
の
औ
Γ
૊

み
な
ど
ỏ
ど
の
༷
に
ߟ
え
る

͔
。
ま
ͨ
ỏ
ࠓ
ޙ
ど
の
༷
に
進

Ί
て
い
͘
の
͔
。

౴　

消
防
団
機
能
ҡ
持
に
関
す

る
取
組
み
で
、
令
和
元
年
５

月
、「
消
防
団
再
ฤ
計
画
」
を

策
定
し
、
消
防
団
再
ฤ
計
画
に

基
ͮ
き
再
ฤ
を
実
施
し
た
。

　

次
に
、
消
防
団
員
確
保
に
関

す
る
取
組
み
で
あ
る
。

　

ฏ
成
27
年
12
月
、「
消
防
団

協
力
事
業
所
等
表
ࣔ
制
度
」
を

導
入
し
、
現
在
13
か
所
の
事
業

所
が
ొ
࿥
し
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
消
防
団
員
で

あ
る
ै
業
員
を
雇
用
し
て
い
る

等
、
自
治
体
が
定
め
る
事
業
者

認
定
基
準
を
満
た
し
た
事
業
所

を
、
消
防
団
活
動
に
特
に
ਂ
い

理
解
や
協
力
を
ࣔ
し
て
い
る

「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
し

て
認
定
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
ฏ
成
29
年
１
月
、

「
少
年
消
防
団
」
を
設
立
し
、

現
在
小
中
学
生
を
合
わ
せ
19
໊

で
活
動
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
翌
年
の
ฏ
成
30
年
４

月
、
火
災
予
防
の
ܒ
発
や
応
ٸ

手
当
の
ී
ٴ
な
ど
の
ι
フ
ト
面

を
主
な
活
動
目
的
と
し
た
「
機

能
別
分
団
ঁ
性
部
」
を
発
଍

し
、
現
在
16
໊
で
活
動
し
て
い

る
。

　

更
に
、
消
防
団
員
の
ॲ
۰
改

善
の
取
組
み
と
し
て
、
検
౼
会

が
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
４

月
、「
消
防
団
員
の
年
額
報
ु

ٴ
び
出
動
報
ु
」
の
見
直
し
を

行
い
、
引
き
上
げ
た
。

　

続
い
て
、
令
和
７
年
４
月
、

「
部
付
の
機
能
別
消
防
団
員
制

度
」
を
導
入
し
、
新
た
に
Ｏ
̗

団
員
13
໊
の
方
が
部
付
の
機
能

別
消
防
団
員
と
し
て
再
入
団
さ

れ
、
活
動
し
て
い
る
。

　

次
に
、
消
防
団
施
設
の
ॆ
実

ڧ
化
に
関
す
る
取
組
み
で
あ

る
。

　

消
防
団
員
の
活
動
し
や
す
い

施
設
環
境
が
確
保
さ
れ
、
消
防

団
車
両
の
更
新
を
は
じ
め
、
消

防
団
施
設
等
੔
උ
計
画
ٴ
び
消

防
団
૷
උ
඼
等
੔
උ
計
画
に
基

ߦ
੓
α
ồ
Ϗ
ε
の
޲
上
に
͓

͚
る
̞
̘
̩
活
用
に
ͭ
い
て

町
ಓ
・
ެ
Ԃ
の
੔
උ
に
ͭ
い

て

ͮ
き
、
資
器
ࡐ
ٴ
び
૷
උ
等
の

ॆ
実
ڧ
化
に
౒
め
る
。

　

今
後
も
、
消
防
団
の
重
要
性

を
よ
り
ଟ
く
の
町
民
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
情
報
発
৴
を

行
う
と
と
も
に
、
消
防
団
員
の

ෛ
୲
軽
減
に
つ
い
て
も
検
౼

し
、
消
防
団
員
数
の
減
少
に
ࣃ

止
め
を
か
け
、
町
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
上
で
不
可
ܽ
な
ଘ

在
で
あ
る
消
防
団
の
活
動
を
支

え
、
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
が

地
域
防
災
力
を
高
め
る
上
で
重

要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

ૣ
઒
　
ٱ
ඒ
ࢠ

問
　
ࣾ
会
福
祉
ڠ
ٞ
会
や
福
祉

ࢪ
ઃ
と
の
࿈
ܞ
の
΋
と
ỏ
ௌ
֮

補
助
ث
を
必
要
と
す
る
方
΁
の

情
ใ
提
ڙ
の
ػ
会
や
ỏ
͓
ࢼ
͠

ར
用
が
Ͱ
き
る
場
ॴ
の
੔
උ

౳
ỏ
ߴ
ྸ
者
が
ࣗ
෼
に
合
ỳ
ͨ

ௌ
֮
補
助
ث
を
適
੾
に
બ
୒
Ͱ

き
る
؀
ڥ
を
੔
උ
す
΂
き
と
ߟ

え
る
が
見
ղ
を
࢕
͏
。

౴　

加
齢
に
よ
る
೉
ௌ
は
、
認

知
機
能
の
低
下
に
Ө
ڹ
す
る
な

ど
ଟ
く
の
高
齢
者
の
方
に
と
っ

て
ඇ
常
に
ਂ
ࠁ
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
高
齢
者
の
円
滑

な
コ
ϛ
ỿ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確

保
に
よ
り
認
知
঱
リ
ス
ク
の
軽

減
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

　

現
在
、
町
に
は
高
齢
者
よ
り

೉
ௌ
に
関
す
る
こ
と
や
補
ௌ
器

に
関
す
る
こ
と
の
相
談
は
数
݅

あ
り
、
議
員
ご
指
ఠ
の
と
お

り
、
ま
ず
は
೉
ௌ
に
関
心
を
持

つ
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
、
高
齢
者
が

ଟ
く
活
動
す
る
介
護
予
防
団
体

や
い
き
い
き
広
場
な
ど
で
、
೉

ௌ
対
策
と
し
て
の
ௌ
֮
補
助
器

活
用
の
有
効
性
の
ܒ
発
の
実

施
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
福
祉

施
設
と
の
連
携
に
関
し
て
は
、

町
で
Կ
が
で
き
る
か
な
ど
協
議

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
日
常
઀
す

る
機
会
の
ଟ
い
周
ғ
の
人
に
も

෯
広
く
周
知
ܒ
発
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
町
民
の
方
へ
は
、
町

広
報
ࢽ
や
ϗ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
৴
も
౒
め
て
い
く
。

　

次
に
、
補
ௌ
器
等
の
お
ࢼ
し

利
用
の
場
所
の
੔
උ
に
つ
い
て

は
、
ଞ
自
治
体
で
活
用
し
て
い

る
事
案
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
೉
ௌ
の
঱
状
に
は
個

人
差
が
あ
り
、
医
療
機
器
で
も

あ
る
補
ௌ
器
は
、
ௌ
力
検
査
に

よ
り
೉
ௌ
の
程
度
を
確
認
す
る

な
ど
、
医
療
機
関
で
の
受
਍
若

し
く
は
、
適
੾
な
調
੔
と
ケ

ア
、
助
言
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
ൢ
ച
店
に
お
い
て
、
個
別

に
し
っ
か
り
と
相
談
を
さ
れ
た

う
え
で
自
分
に
合
っ
た
補
ௌ
器

を
ߪ
入
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。　

　

現
時
点
で
、
高
齢
者
に
対
す

る
補
ௌ
器
ߪ
入
へ
の
助
成
制
度

は
考
え
て
い
な
い
が
、
引
き
続

き
全
国
一
律
の
補
助
制
度
の
創

設
に
向
け
、
県
や
国
に
対
し
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ফ
๷
ஂ
の
活
ੑ
Խ
対
ࡦ
に
ͭ

い
て

ࡒ
੓
݈
શ
Խ
の
औ
Γ
૊
み
に

ͭ
い
て

ֶ
ߍ
給
৯
η
ン
λ
ồ
の
ཱ
地

౳
の
見
௚
͠
に
ͭ
い
て

ௌ
֮
補
助
ث
౳
の
ੵ
ۃ
త
な

活
用
΁
の
支
援
に
ͭ
い
て
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元
々
、
安
食
Ӻ
周
辺
の
住
民
の

利
用
が
ଟ
く
、
送
ܴ
が
近
く
な

っ
た
と
ت
ば
れ
て
い
る
。

　

安
食
小
学
校
の
大
規
໛
改
म

工
事
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
で
は
令
和
８
年
度
末
ま
で
を

予
定
し
て
い
る
。

　

利
用
者
の
意
向
も
踏
ま
え
、

工
事
終
ྃ
後
の
༨
裕
教
室
や
小

学
校
ෑ
地
内
の
状
況
を
確
認

し
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、

小
学
校
ෑ
地
内
で
の
開
設
が
ࠔ

೉
な
場
合
に
は
、
よ
り
近
辺
で

の
設
置
を
検
౼
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

౉
ᬒ
　
݈
Ұ

問
　
࣮
ݧ
ӡ
ߦ
ό
ε
は
̕
໊
৐

Γ
Ͱ
͋
る
ͨ
Ί
ỏ
௨
Ӄ
者
が
10

໊
Ҏ
上
い
ͨ
場
合
ỏ
৐
Ε
な
い

人
が
出
て
ࠞ
ཚ
す
る
͓
ͦ
Ε
が

͋
る
。
ޕ
લ
த
の
ศ
ͩ
͚
࣮
ݧ

ӡ
ߦ
։
࢝
時
఺
͔
Β
̍
ἂ
݄
ఔ

౓
ỏ
༧
໿
੍
の
ମ
੍
を
と
ỳ
て

は
ど
͏
͔
。

౴　

今
回
の
実
験
運
行
に
あ
っ

て
は
、
運
転
手
の
確
保
が
課
題

と
な
り
、
現
時
点
で
運
行
可
能

な
車
両
は
ϫ
ゴ
ン
車
と
な
っ
て

い
る
。

　

運
行
開
࢝
の
発
表
以
降
、「
通

院
が
便
利
に
な
る
」
や
「
通
学

で
利
用
し
た
い
」
な
ど
の
声
が

د
せ
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
く
ら

い
の
利
用
人
数
が
あ
る
か
、
町

も
૝
定
し
き
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
予
約
制
に
つ
い
て

は
、
定
期
運
行
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
た
め
、
当
初
か

ら
考
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
予
約
制
の

導
入
を
し
よ
う
と
し
た
場
合
、

予
約
シ
ス
テ
ム
や
ア
プ
リ
な
ど

で
な
く
、
ア
ナ
ロ
グ
的
な
方
法

を
取
ら
͟
る
得
な
い
が
、
利
用

者
の
手
続
き
に
係
る
ෛ
୲
や
運

行
事
業
者
へ
の
連
絡
調
੔
な
ど

を
考
ྀ
し
、
現
ஈ
階
で
は
೉
し

い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
バ
ス
利
用
者
が
９
人

を
上
回
る
こ
と
に
උ
え
、
運
行

事
業
者
と
協
議
し
、
利
用
が
ଟ

く
見
込
ま
れ
る
ே
の
２
便
に
つ

い
て
、
タ
ク
シ
ー
車
両
を
１
୆

௥
加
し
、
合
わ
せ
て
２
୆
の
車

両
を
確
保
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

໺
ޱ
　
理
ܙ

問
　ủ
創
業
支
援
補
助
金
Ứ
が

҆
৯
Ӻ
に
て
ྩ
࿨
に
̍
݅
の
活

用
が
͋
ỳ
ͨ
と
の
事
Ͱ
͋
る

が
ỏ
栄
町
Ͱ
は
い
͘
Β
補
助
金

が
Ͱ
る
の
͔
。
ど
の
༷
な
৚
݅

や
申
請
方
法
Ͱ
͋
る
͔
。
申
請

が
௨
Ε
͹
ど
の
͘
Β
い
Ͱ
ৼ
込

み
に
な
る
の
͔
。
ଞ
地
Ҭ
の
方

΁
の
प
஌
は
͞
Ε
て
い
る
の

͔
。

౴　
「
栄
町
創
業
支
援
補
助

金
」
に
つ
い
て
は
、
栄
町
の
産

業
の
振
興
ٴ
び
活
性
化
を
図
る

た
め
栄
町
の
区
域
で
創
業
す
る

者
に
対
し
て
交
付
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、
補

助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　
　
　
　
　
　
　

間
⅖
　
ਅ
Ұ

問
　
̞
̘
̩
を
活
用
͠
て
त
業

を
͠
て
い
る
と
は
ỏ
۩
ମ
త
に

λ
ブ
Ϩ
ỽ
ト
を
त
業
に
ど
の
よ

͏
に
活
用
͠
て
い
る
の
͔
。
ま

ͨ
༷
ʑ
な
ι
ϑ
ト
や
Ξ
プ
Ϧ
に

対
Ԡ
す
る
ͨ
Ί
の
ڭ
৬
һ
の
ε

Ω
ル
޲
上
や
課
୊
౳
に
ͭ
い
て

࢕
͏
。

౴　

最
も
ଟ
い
活
用
は
、「:ahoo 

,
ids

等
を
使
用
し
た
検
ࡧ
」
や

「
各
教
科
の
学
習
ド
リ
ル
」
で
、

　

通
常
の
त
業
や
家
庭
学
習
で

日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

検
ࡧ
機
能
を
使
用
す
る
と
ࣙ

書
や
百
科
事
య
な
ど
を
用
い
な

く
て
も
気
軽
に
ٙ
問
に
思
っ
た

こ
と
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
関
連
す
る
「
画
૾
や
動

画
」
等
を
見
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
、
学
習
効
果
が
向
上
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
各
教
科
の
学
習
ド
リ

ル
も
タ
ϒ
レ
ッ
ト
୺
末
上
で
行

え
る
こ
と
か
ら
同
じ
問
題
を
܁

り
ฦ
し
行
う
こ
と
が
で
き
た

り
、
過
去
の
間
ҧ
え
や
傾
向
を

஝
積
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
す

る
の
で
、
自
ら
の
学
習
の
振
り

ฦ
り
に
有
効
な
π
ー
ル
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

̞
̘
̩
機
器
を
工
෉
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
、

作
業
と
し
て
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
時
間
を
大
෯
に

୹
ॖ
し
、
児
童
生
徒
が
思
考
す

る
な
ど
学
習
活
動
の
も
っ
と
も

重
要
な
場
面
に
ଟ
く
時
間
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
「
思
考

力
・
൑
அ
力
・
表
現
力
」
を
育

成
す
る
に
は
大
変
効
果
的
な
π

ー
ル
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
教
職
員
の

̞
̘
̩
活
用
ス
キ
ル
に
差
が
あ

る
こ
と
が
ڍ
げ
ら
れ
る
。

　

若
手
教
職
員
は
、
ൺ
ֱ
的
఍

߅
な
く
̞
̘
̩
機
器
を
活
用
し

た
り
、
新
た
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
一
方
で
、
ベ

テ
ラ
ン
教
職
員
の
中
に
は
、
̞

̘
̩
機
器
の
操
作
経
験
が
少
な

い
こ
と
か
ら
̞
̘
̩
を
活
用
し

た
त
業
ͮ
く
り
に
ۤ
࿑
し
て
い

る
と
い
う
実
ଶ
が
あ
る
。

　

ま
た
、
小
中
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、
教
職
員
の
活

用
ス
キ
ル
の
差
に
よ
る
課
題
を

解
消
し
、
୭
も
が
気
軽
に
̞
̘

̩
を
活
用
し
た
効
果
的
な
त
業

ల
開
が
で
き
る
よ
う
「
̞
̘
̩

活
用
表
」
を
令
和
７
年
度
中
の

׬
成
を
目
途
に
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　

Ԭ
部
　
ઍ
ܙ
ࢠ

問
　
ࠓ
年
̐
݄
͔
Β
҆
৯
児
童

Ϋ
ラ
ブ
の
࣮
ࢪ
場
ॴ
が
ม
ߋ

に
な
ỳ
ͨ
。
ް
ੜ
ল
の
ج
ຊ

方
਑
Ͱ
は
ủ
小
ֶ
ߍ
ࢪ
ઃ
಺

の
ઃ
ஔ
を
ج
ຊ
と
す
る
Ứ
と

な
ỳ
て
い
る
。
҆
શ
ੑ
と
ར

ศ
ੑ
を
ߟ
え
ỏ
҆
৯
小
の
վ

म
が
ऴ
Θ
ỳ
ͨ
Β
҆
৯
小
に

Ҡ
స
を
進
Ί
る
の
͔
࢕
͏
。

౴　

実
施
場
所
変
更
の
経
Ң
で

あ
る
が
、
ฏ
成
17
年
度
か
ら
安

食
児
童
ク
ラ
ϒ
の
運
営
を
委
ୗ

し
て
い
た
社
会
福
祉
法
人
か

ら
、
令
和
６
年
10
月
に
令
和
７

年
度
以
降
、
受
ୗ
し
な
い
ࢫ
の

申
し
出
が
書
面
に
よ
り
あ
っ
た

た
め
、
移
転
先
の
検
౼
を
行

い
、
安
食
小
ෑ
地
内
、
周
辺
公

有
財
産
、
民
間
施
設
等
の
中
か

ら
、
令
和
７
年
４
月
で
の
移
転

開
設
可
能
先
に
ߜ
り
検
౼
を
行

っ
た
。

　

安
食
小
は
令
和
７
年
度
か
ら

大
規
໛
改
म
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
教
室
や
ෑ

地
内
で
の
開
設
は
で
き
ず
、
周

辺
の
公
有
財
産
は
老
ٺ
化
に
よ

り
令
和
７
年
４
月
で
の
開
設
は

不
可
能
と
൑
அ
し
、
空
き
店
舗

等
を
調
査
検
౼
し
た
結
果
、
安

食
Ӻ
前
の
現
施
設
へ
移
転
し

た
。

　

現
在
は
࢑
定
的
な
移
転
と

し
、
小
学
校
ෑ
地
内
や
よ
り
近

辺
で
の
設
置
を
ܧ
続
検
౼
し
て

い
く
。

　

新
し
い
実
施
場
所
の
利
便

性
・
安
全
性
で
あ
る
が
、
安
食

小
か
ら
１
キ
ロ
程
離
れ
て
い
る

が
、
２
໊
か
ら
３
໊
の
支
援
員

が
付
き
添
い
、
歩
道
の
あ
る
通

学
࿏
を
移
動
し
て
い
る
。

　

栄
町
防
犯
Ϙ
ッ
ク
ス
が
近

く
、
防
犯
Ϙ
ッ
ク
ス
・
セ
ー
フ

テ
ỹ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
近
ྡ
の

住
民
が
見
守
り
を
行
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
Ӻ
前
の
立
地
に
よ

り
電
車
利
用
の
保
護
者
や
、

ҹ
Ꮮ
日
ҩ
େ
方
໘
΁
の
ό
ε

࣮
ݧ
ӡ
ߦ
に
ͭ
い
て

҆
৯
Ӻ
活
ੑ
Խ
に
ͭ
い
て

҆
৯
児
童
Ϋ
ラ
ブ
に
ͭ
い
て

小
・
த
࿈
ܞ
プ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
ト

の
̞
̘
̩
ڭ
ҭ
に
ͭ
い
て
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栄
町
の
保
護
猫
活
動
に
つ
い

て

の
額
と
し
て
お
り
、
限
度
額
は

50
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
৚
݅
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
対
象
者
は
、
町
内
で
創

業
を
行
お
う
と
す
る
方
、
ま
た

は
創
業
か
ら
６
か
月
を
経
過
し

な
い
方
で
、
個
人
事
業
者
に
あ

っ
て
は
、
事
業
׬
ྃ
ま
で
に
栄

町
の
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
、
法
人
に
あ
っ
て
は
、
事

業
׬
ྃ
ま
で
に
栄
町
の
区
域
内

を
本
店
ຢ
は
支
店
所
在
地
と
し

た
法
人
ొ
記
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
対
象
と
な
ら
な
い
業

種
に
つ
い
て
は
、
෩
ଏ
営
業
等

の
規
制
ٴ
び
業
務
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り

ڐ
可
ຢ
は
届
出
を
要
す
る
事
業

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

補
助
対
象
経
費
に
つ
い
て

は
、
創
業
に
必
要
な
׭
公
庁
へ

の
申
請
書
類
作
成
等
に
係
る
経

費
、
店
舗
等
आ
入
費
、
設
උ
費
、

広
報
費
と
な
っ
て
い
る
。

　

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
創

業
支
援
補
助
金
交
付
申
請
書

に
、
事
業
計
画
書
、
収
支
予
算

書
、
栄
町
商
工
会
か
ら
の
推
ન

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る

書
類
な
ど
添
付
し
て
経
済
環
境

課
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
あ
る
。

　

補
助
金
交
付
ま
で
の
流
れ
と

し
て
は
、
事
業
׬
ྃ
後
、
実
੷

報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
交
付
額
が
確
定
し
た
後
に

請
求
が
あ
っ
て
か
ら
30
日
以
内

に
支
払
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

　

次
に
、「
創
業
支
援
補
助
金
」

の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
町
ϗ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
さ
か
え
へ

の
情
報
ܝ
載
を
は
じ
め
、
商
工

会
を
通
じ
て
制
度
の
周
知
を
行

っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
も
地
域

に
根
͟
し
た
創
業
を
積
ۃ
的
に

支
援
し
೐
わ
い
の
創
出
と
定
住

交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
げ
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ࡾ
Ӝ
　
༰
ࢠ

問
　
͜
の
੍
౓
は
人
ޱ
ݮ
গ
の

農
ଜ
部
΁
の
定
ॅ
が
໨
త
Ͱ
͋

る
。
ڈ
年
の
10
݄
͔
Β
栄
町
Ͱ

ॳ
Ί
て
ỏ
̎
໊
が
ڠ
ྗ
ୂ
と
͠

て
町
ຽ
と
な
Γ
ỏ
特
産
඼
ੜ
産

や
情
ใ
ൃ
৴
な
ど
ỏ
町
の
活
ੑ

Խ
活
動
を
։
࢝
͠
ͨ
。
ͦ
の
手

Ԡ
え
と
ࠓ
ޙ
ỏ
ଞ
の
課
୊
෼
໺

Ͱ
の
増
һ
༧
定
を
࢕
͏
。

౴　

３
月
末
に
は
、
活
動
報
告

会
を
実
施
し
、
そ
れ
ͧ
れ
が
感

じ
た
町
の
農
業
に
関
す
る
課
題

な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

お
二
人
か
ら
は
、
作
物
を
生

産
す
る
೉
し
さ
や
人
手
不
଍
の

現
状
、
廃
غ
さ
れ
る
農
産
඼
の

有
効
活
用
、
ق
અ
を
問
わ
な
い

加
工
඼
や
ൢ
࿏
の
必
要
性
な
ど

に
つ
い
て
આ
明
が
あ
り
、
今
後

に
つ
い
て
は
、
農
家
の
方
と
協

力
し
た
体
験
農
園
の
Ϟ
σ
ル
的

な
実
施
、
町
の
特
産
඼
を
使
用

し
た
加
工
඼
の
ࢼ
作
や
、
ド
ラ

ム
の
里
を
ス
テ
ー
ジ
と
し
た
ࢼ

験
的
ൢ
ച
等
に
つ
い
て
、
申
し

出
が
あ
っ
た
。

　

町
と
し
て
は
、
目
的
の
一
つ

で
も
あ
る
ド
ラ
ム
の
里
の
活
性

化
に
も
د
༩
す
る
活
動
と
し
、

過
৒
な
期
待
や
ׯ
ব
を
す
る
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
定
住
と

自
立
に
向
け
た
支
援
と
な
る
よ

う
、
的
確
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

心
が
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

手
ご
た
え
と
し
て
は
、
町
農

業
の
実
情
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
対
外
的
な
視
点
を
ؚ
め
、

課
題
が
٬
観
的
に
੔
理
さ
れ
、

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
具
体

的
な
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
൒
年
と
い
う
୹
い
期

間
で
は
あ
る
が
、
と
て
も
有
意

義
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
ୂ
の
拡

ॆ
に
つ
い
て
は
、
農
業
分
野
お

二
人
の
ܧ
続
と
は
別
に
、
今
年

度
、
健
康
ͮ
く
り
の
分
野
で
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
ୂ
員
を
ื

集
し
、
健
康
ͮ
く
り
と
地
域
の

居
場
所
ͮ
く
り
を
目
的
に
活
動

す
る
ୂ
員
を
一
人
࠾
用
し
、
去

る
６
月
１
日
に
委
৤
ࣜ
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
方
に
は
、
Ϥ
ガ
体
験
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
୯
に
健

康
ͮ
く
り
だ
け
で
は
な
く
、
ಠ

居
高
齢
者
の
居
場
所
ͮ
く
り
な

ど
、
各
集
会
所
等
を
活
用
し
て

地
域
全
体
の
コ
ϛ
ỿ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
た

だ
く
。

　

な
お
、
委
৤
し
た
ୂ
員
の
方

に
は
、
基
本
ベ
ー
ス
と
な
る
３

年
間
の
活
動
期
間
中
を
目
途
と

し
て
、
自
立
し
た
Ϥ
ガ
ス
ク
ー

ル
の
町
内
で
の
開
校
な
ど
、
町

へ
の
定
住
施
策
に
も
ߩ
ݙ
し
て

ཉ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
協
力
ୂ
増
員
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
検
౼
を
行
い
、

積
ۃ
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

∁
ഡ
　
ॳ
ࢬ

・
第
３
次
総
合
戦
略
「
幸
せ
を

　

感
じ
ら
れ
る
あ
た
た
か
い
ま

　

ち
」
に
つ
い
て

ૣ
઒
　
ٱ
ඒ
ࢠ

・
̡
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て

・
ඃ
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

　

入
に
つ
い
て

間
⅖
　
ਅ
Ұ

・
今
年
の
教
育
委
員
会
施
策
の

　

テ
ー
マ
「
学
力
向
上
」
に
つ

　

い
て

・
Ӻ
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
渋
滞
問

　

題
に
つ
い
て

・
駐
車
場
の
有
効
活
用
に
つ
い

　

て
Ԭ
部
　
ઍ
ܙ
ࢠ

・
内
ਫ
൙
ཞ
と
下
ਫ
道
事
業
に

　

つ
い
て

౉
ᬒ
　
݈
Ұ

・
ド
ラ
ム
の
里
活
性
化
計
画
に

　

つ
い
て

・
け
や
き
通
り
の
バ
ス
ఀ
ཹ
所

　

の
舗
૷
に
つ
い
て

໺
ޱ
　
理
ܙ

・
σ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

ࡾ
Ӝ
　
༰
ࢠ

・
栄
町
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

【
ฤ
ू
ޙ
ه
】

　

最
後
ま
で
お
ಡ
み
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
͟
い
ま
し

た
。
議
会
の
活
動
を
少
し
で
も

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
心
が
け
て
ฤ
集
い
た
し
ま

し
た
。

　

議
会
で
Կ
が
話
し
合
わ
れ
て

い
る
の
か
、
ど
ん
な
決
定
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
、
一
人
で
も

ଟ
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
分
か
り
や
す
く
఻
わ
り
や

す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指

し
て
౒
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

৽
Ҫ
　
ໜ
ඒ

ͦ
の
ଞ
の
Ұ
ൠ
࣭
問
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提出くださるようお願いいたします。
また、会議の詳細につきましては、今ൃޙ行される会議
録または町議会ホームϖージをごཡください。

૯
຿
ল
が
ใ
ु
と
活
動
費
を

ަ
付
す
る
地
Ҭ
͓
͜
͠
ڠ
ྗ

ୂ
に
ͭ
い
て
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